長崎町乙名の加役 by 小島 小五郎
長
崎
町
乙
名
の
加
役
小
　
島
　
小
　
五
 
 
郎
　
目
　
　
次
一
、
長
崎
の
市
政
と
加
役
二
、
乙
名
の
本
務
三
、
乙
名
加
役
の
種
類
四
、
主
要
な
乙
名
加
役
五
、
乙
名
加
役
の
沿
革
六
、
加
役
と
乙
名
の
生
活
一
、
長
崎
の
市
政
と
加
役
　
鎖
国
時
代
の
長
崎
に
は
役
人
殊
に
地
役
人
が
甚
だ
多
く
、
し
か
も
彼
等
は
生
活
に
恵
ま
れ
、
長
崎
は
「
役
人
の
天
国
」
で
あ
っ
た
と
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
役
人
達
は
本
務
の
外
、
加
役
と
い
う
仕
方
に
お
い
て
市
政
に
参
画
貢
献
し
て
い
た
。
こ
の
加
役
制
の
問
題
は
長
崎
の
市
政
構
造
上
興
味
あ
る
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
未
だ
こ
れ
に
つ
い
て
の
先
学
の
詳
細
な
論
述
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
ず
、
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
の
政
治
の
章
、
長
崎
会
所
諸
役
、
乙
名
、
唐
通
詞
、
和
蘭
通
詞
等
の
各
条
に
、
加
役
の
制
の
あ
っ
た
事
が
簡
単
に
記
さ
れ
て
お
る
に
止
ま
り
、
例
え
ば
乙
名
の
条
に
茄
撃
シ
テ
年
行
司
甑
精
荷
役
立
合
蕃
根
米
方
立
年
号
腰
産
業
掛
噸
臨
俵
物
愚
妻
等
ヲ
勤
ム
ル
モ
ノ
物
別
・
専
用
銀
ヲ
収
受
シ
云
々
」
と
あ
る
の
が
最
も
詳
し
い
位
で
あ
る
。
　
元
来
、
加
役
と
い
う
語
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
な
言
葉
で
な
い
。
文
字
通
り
に
は
本
役
に
加
え
る
即
ち
本
務
の
上
に
付
け
加
え
て
勤
め
る
役
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
制
度
上
の
用
語
と
し
て
加
役
と
い
え
ば
普
通
は
火
乾
盗
賊
改
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
火
附
盗
賊
改
は
先
手
頭
、
持
田
頭
、
持
弓
頭
と
い
う
本
務
を
も
つ
者
達
の
中
か
ら
人
選
し
て
之
を
申
付
け
、
江
戸
市
中
を
巡
廻
さ
せ
火
附
盗
賊
の
徒
の
予
防
逮
捕
に
当
ら
せ
た
か
ら
即
ち
加
役
で
あ
り
、
こ
の
た
め
加
役
と
い
え
ば
火
附
盗
賊
改
の
別
称
で
あ
る
と
知
ら
れ
・
火
附
盗
賊
改
荒
役
方
と
称
し
や
含
に
お
い
て
も
併
任
叢
の
存
在
す
る
如
く
、
江
戸
時
代
に
も
こ
の
種
の
事
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
様
に
加
役
の
名
に
お
い
て
、
し
か
も
長
崎
の
如
く
に
多
く
の
加
役
の
行
わ
れ
た
場
合
が
他
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
長
崎
地
役
人
の
最
上
級
は
町
年
寄
で
あ
る
が
、
町
年
寄
に
は
加
役
と
し
て
年
番
．
添
年
番
7
長
崎
会
所
頭
役
、
唐
通
事
や
和
蘭
通
詞
に
も
諸
種
の
加
役
が
あ
り
、
下
級
の
日
行
使
に
も
加
役
と
し
て
精
荷
役
立
合
付
・
次
送
道
旦
沖
掛
．
産
業
掛
付
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
加
役
を
仰
付
け
ら
る
＼
に
従
っ
て
加
役
料
を
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
町
年
寄
の
年
番
は
加
役
料
銀
二
十
五
貫
目
、
日
行
使
の
精
荷
役
立
合
付
は
百
五
十
目
と
い
う
如
く
、
そ
の
加
役
料
に
差
は
あ
れ
、
何
れ
も
加
役
に
伴
う
加
役
料
を
給
せ
ら
れ
畑
。
従
っ
て
長
崎
に
お
い
て
役
人
た
る
者
は
諸
役
人
の
員
数
や
そ
の
扶
持
・
受
用
・
手
当
の
高
を
知
る
と
共
に
、
加
役
と
そ
の
加
役
料
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
め
に
は
「
明
細
分
限
諸
役
人
附
込
増
加
役
料
帳
」
と
い
う
類
を
蔵
し
て
お
り
、
加
役
へ
の
任
免
は
長
崎
地
役
人
に
と
っ
て
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
嘉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
永
六
年
丑
七
月
付
の
「
大
小
通
詞
加
役
申
談
議
極
書
」
い
う
文
書
は
、
通
詞
間
に
お
け
る
通
詞
任
免
の
順
番
を
取
り
極
め
ね
ば
混
乱
を
生
ず
る
と
、
加
福
喜
十
郎
以
下
十
四
名
の
通
詞
達
が
申
合
せ
て
町
年
寄
の
福
田
・
久
松
（
善
）
⊥
遠
島
宛
連
印
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
嘉
永
六
・
七
・
八
・
九
・
十
の
向
う
五
箇
年
に
亘
る
加
役
割
、
即
ち
年
番
・
改
方
・
直
組
方
・
献
上
物
附
添
・
船
役
の
五
役
に
各
二
人
宛
の
姓
名
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
前
書
を
見
れ
ば
通
詞
達
が
如
何
に
そ
の
加
役
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
ゴ
判
る
。
従
っ
て
地
役
人
に
し
て
加
役
を
申
付
け
ら
れ
た
と
な
る
と
そ
れ
は
大
き
な
悦
び
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
日
行
使
で
も
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
の
様
な
場
合
は
関
係
方
面
に
御
礼
を
し
た
ら
し
く
、
　
「
加
役
被
仰
付
二
付
御
礼
人
名
」
と
い
う
類
の
書
付
も
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
各
部
面
の
各
種
加
役
を
総
覧
す
れ
ば
長
崎
市
政
の
構
造
や
長
崎
地
役
人
生
活
の
究
明
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
そ
れ
）一（
を
町
乙
名
の
加
役
に
止
め
、
そ
れ
も
資
料
報
告
を
主
と
し
た
に
す
ぎ
ぬ
が
、
せ
め
て
加
役
制
乃
至
町
乙
名
研
究
の
よ
す
が
と
も
し
た
い
と
粗
描
を
試
み
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
註
　
①
　
古
事
類
苑
、
官
位
部
三
、
加
役
条
。
日
本
歴
史
大
辞
典
、
火
付
盗
賊
改
条
。
　
　
　
②
長
崎
叢
書
所
収
、
増
補
長
崎
略
史
（
以
下
長
崎
略
史
と
記
す
）
上
、
諸
役
員
　
　
　
　
　
沿
革
志
。
③④⑤
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
、
③
に
同
じ
。
二
、
乙
名
の
本
務
藤
文
庫
所
収
（
以
下
藤
文
庫
と
記
す
）
渡
辺
文
庫
所
収
（
以
下
渡
辺
文
庫
と
記
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
長
崎
の
町
乙
名
は
町
年
寄
の
下
、
各
切
々
を
分
轄
し
て
町
政
一
般
（
居
町
支
配
）
に
任
じ
た
と
は
い
＼
条
、
具
体
的
に
は
そ
の
取
扱
う
べ
き
重
要
事
項
の
数
々
と
そ
の
手
続
の
概
略
を
予
め
一
応
心
得
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
、
従
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
て
肥
草
名
家
で
は
「
乙
名
勤
方
書
」
又
は
「
乙
名
勤
方
響
事
」
と
題
す
る
も
の
を
備
え
て
い
た
。
丸
山
・
寄
合
の
両
町
は
そ
の
特
殊
性
よ
り
し
て
遊
女
そ
の
他
に
つ
き
他
町
に
見
ら
れ
ぬ
乙
名
勤
方
の
条
々
を
見
た
が
、
そ
の
他
の
そ
れ
は
多
少
繁
簡
や
書
式
に
相
違
は
あ
る
に
せ
よ
、
殆
ん
ど
同
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
は
藤
文
庫
の
安
永
四
年
八
月
付
の
「
乙
名
勤
方
書
」
に
よ
っ
て
長
崎
惣
町
乙
名
の
心
得
べ
し
と
さ
れ
た
勤
方
の
大
略
を
採
意
抄
録
し
て
、
乙
名
本
来
の
任
務
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
見
て
お
き
た
い
と
思
う
。
　
ω
　
居
　
町
　
支
　
配
　
　
　
ω
　
毎
年
正
月
町
内
の
全
居
住
者
に
対
し
踏
絵
を
行
わ
せ
人
別
帳
を
作
製
し
　
　
　
　
　
寺
請
状
を
と
っ
て
お
く
。
　
　
　
②
　
町
内
の
者
で
宗
旨
替
、
寺
早
耳
の
願
出
が
あ
れ
ば
奉
行
所
の
許
し
を
得
　
　
　
　
　
た
上
で
宗
旨
帳
に
記
載
す
る
。
　
　
　
⑧
　
踏
絵
の
後
、
奉
行
所
で
宗
旨
帳
面
の
改
め
を
う
け
、
乙
名
組
頭
の
奥
印
　
　
　
　
　
を
し
て
差
出
し
、
五
人
組
へ
も
書
本
を
読
聞
か
せ
印
形
帳
を
添
え
て
差
　
　
　
　
　
上
げ
る
。
　
　
　
ω
　
町
内
の
者
で
引
越
、
年
越
旅
行
を
願
出
た
ら
吟
味
の
上
、
願
人
を
同
㈲㈲切矧働㈹⑳働個㎜㈱㈲
伴
、
願
書
を
奉
行
所
へ
差
上
げ
、
赦
免
を
う
け
た
ら
年
行
司
か
ら
書
付
を
貰
い
、
年
番
年
寄
に
提
出
し
て
旅
行
切
手
を
う
け
る
。
町
内
の
者
が
旅
行
す
る
時
は
乙
名
組
頭
が
請
合
証
文
を
差
出
し
、
年
番
年
寄
か
ら
往
来
切
手
を
申
し
う
け
る
。
御
用
物
差
立
て
の
際
は
人
夫
及
び
そ
の
宰
領
と
し
て
日
行
使
を
差
出
す
。
御
用
物
を
日
見
村
庄
屋
に
渡
し
た
ら
請
取
証
文
を
と
っ
て
年
行
司
に
届
け
る
。
奉
行
所
よ
り
巡
見
の
節
は
町
内
の
掃
除
等
万
端
疎
漏
な
き
よ
う
申
付
け
乙
名
組
頭
は
お
目
通
に
出
る
。
毎
年
六
月
十
二
月
の
両
度
御
検
使
が
町
方
廻
り
の
節
は
乙
名
組
頭
が
罷
り
出
で
検
使
か
ら
書
付
を
以
っ
て
仰
出
さ
る
＼
趣
を
承
り
、
そ
れ
を
町
内
末
々
の
者
ま
で
申
渡
す
。
八
百
屋
町
制
札
場
の
嘱
託
銀
の
管
理
は
八
百
屋
町
乙
名
が
勤
め
る
。
諏
訪
社
の
神
事
に
際
し
、
邪
宗
門
の
者
が
神
輿
の
妨
害
し
た
事
も
あ
る
の
で
、
惣
町
乙
名
は
神
輿
警
固
の
た
め
七
日
は
回
方
社
、
九
日
は
御
旅
所
、
十
一
日
は
諏
訪
社
へ
詰
め
る
。
諏
訪
社
神
事
の
当
人
町
に
当
っ
た
八
町
の
乙
名
は
九
月
朔
日
か
ら
十
四
日
ま
で
本
社
と
御
旅
所
へ
勤
務
し
、
又
、
日
行
使
共
を
も
両
所
に
差
出
し
て
神
具
や
入
用
品
の
調
達
等
を
勤
め
さ
せ
る
。
御
神
事
の
御
供
町
に
当
っ
た
町
は
祭
礼
の
踊
り
を
相
勤
め
る
。
御
書
付
と
か
不
時
の
仰
出
の
趣
は
町
内
の
者
を
乙
名
宅
に
呼
寄
せ
て
申
渡
し
、
そ
の
請
書
を
乙
名
方
に
と
っ
て
お
く
。
人
別
改
は
惣
人
数
を
改
め
十
五
才
以
上
の
者
五
人
宛
で
組
合
を
作
り
御
法
度
の
趣
を
堅
く
守
ら
せ
互
に
吟
味
さ
せ
る
。
箇
所
持
を
毎
夜
番
所
に
詰
め
さ
せ
、
組
頭
日
行
使
そ
の
他
下
役
を
順
番
に
勤
務
さ
せ
、
火
の
元
、
烏
乱
な
者
の
用
心
取
締
に
当
ら
せ
、
乙
名
は
不
時
に
見
廻
り
、
又
五
町
組
の
乙
名
は
一
夜
に
一
入
宛
組
合
町
を
度
々
廻
る
。
出
火
の
際
は
町
内
の
火
消
の
者
二
十
入
射
を
引
連
れ
て
火
元
へ
出
か
け
）2（
働圏㈲⑳㈱㈱㈱鋤㈲㈲伽㈲
詰
所
の
き
め
ら
れ
て
い
る
渋
々
は
そ
こ
に
詰
め
る
。
箇
所
銀
竈
銀
は
乙
名
宅
で
長
崎
会
所
の
請
払
役
立
会
の
上
で
渡
し
、
勘
定
帳
は
会
所
役
人
へ
渡
す
。
唐
船
入
港
に
よ
る
宿
町
付
町
は
順
番
通
り
に
仰
付
け
ら
れ
、
当
れ
ば
出
帆
迄
組
頭
以
下
を
引
連
れ
て
勤
め
る
。
唐
阿
蘭
陀
貿
易
の
入
札
商
人
は
乙
名
へ
願
出
た
ら
身
上
を
吟
味
し
、
乙
名
が
奥
印
し
て
宿
老
に
渡
し
、
商
売
さ
せ
る
。
出
嶋
、
　
唐
人
屋
敷
出
入
の
諸
色
商
人
は
人
柄
を
吟
味
し
保
証
人
を
立
て
、
出
入
の
門
札
は
居
町
乙
名
が
と
っ
て
や
る
。
家
屋
敷
の
売
買
譲
渡
の
際
は
町
内
の
箇
所
持
へ
希
望
の
有
無
を
糺
し
た
上
、
買
主
の
人
柄
に
つ
い
て
は
五
鴬
遷
の
乙
名
も
立
合
吟
味
の
上
、
年
番
年
寄
方
に
伺
い
、
売
券
証
文
に
押
印
し
組
合
乙
名
も
立
合
加
印
す
る
。船
の
譲
渡
、
新
造
、
造
替
等
は
願
人
の
居
町
乙
名
か
ら
出
し
た
書
付
に
月
役
年
番
乙
名
の
奥
印
を
得
て
年
番
年
寄
に
提
出
し
、
聞
届
け
の
上
、
双
方
よ
り
証
入
を
と
り
譲
証
文
を
月
役
年
番
方
に
と
り
お
く
。
欠
落
者
は
五
人
組
か
ら
申
出
る
か
ら
吟
味
し
て
届
け
て
お
き
、
尋
ね
て
も
欠
落
と
き
ま
れ
ば
三
十
一
日
目
に
届
け
出
る
。
－
市
中
の
者
で
悪
事
を
働
き
重
い
お
尋
ね
者
が
あ
っ
た
ら
組
頭
以
下
の
下
役
を
つ
れ
て
家
々
を
探
す
。
御
預
者
が
あ
る
時
は
五
人
組
か
ら
証
文
を
と
っ
て
預
け
町
中
か
ら
昼
夜
番
人
を
つ
け
、
又
乙
名
組
頭
は
見
廻
り
油
断
な
き
様
申
付
け
る
。
旅
人
到
着
、
主
人
替
、
帰
国
等
の
際
は
宿
主
か
ら
申
出
で
乙
名
で
書
付
を
作
り
年
寄
方
に
届
け
る
。
店
借
は
誰
が
借
り
度
い
か
家
主
か
ら
申
出
る
か
ら
乙
名
組
頭
が
立
合
い
、
人
物
を
吟
味
し
、
先
町
へ
も
糺
し
て
店
借
証
文
を
と
っ
て
町
内
に
移
ら
せ
る
。
一
町
に
唐
船
掛
筆
者
一
人
、
町
筆
者
一
人
、
日
行
使
一
人
、
長
日
行
使
一
人
宛
を
乙
名
が
申
付
け
て
勤
め
さ
せ
る
。
尤
も
宝
暦
元
年
以
後
は
唐
㈲
　
　
船
掛
筆
者
と
日
行
使
は
後
任
者
を
年
番
年
寄
に
伺
い
御
聞
済
の
上
で
申
　
　
付
け
る
。
四
　
極
貧
者
、
長
病
者
等
の
困
窮
者
へ
は
古
着
、
米
銭
を
与
え
る
。
　
　
　
　
③
月
　
　
　
役
七
十
七
町
の
乙
名
の
中
か
ら
船
手
町
、
裂
手
町
各
四
人
宛
が
月
役
と
し
て
乙
名
会
所
に
勤
あ
、
惣
町
中
へ
の
達
示
を
触
れ
、
又
惣
町
か
ら
の
願
出
は
月
役
乙
名
が
惣
代
と
な
っ
て
之
に
当
る
と
い
う
か
ら
、
乙
名
八
入
が
惣
町
乙
名
の
代
表
と
な
っ
て
順
番
に
乙
名
会
所
に
詰
め
、
奉
行
所
と
惣
町
乙
名
と
の
連
絡
に
任
じ
、
長
崎
市
政
の
円
滑
な
運
用
に
当
る
役
で
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
こ
の
嘗
め
の
勤
方
と
し
て
概
略
次
ぎ
の
諸
項
を
あ
げ
て
い
る
。
任②㈲㈲㈲㈲働㈹㈲㈹⑳働⑱
唐
人
屋
敷
派
遣
の
部
屋
附
の
者
の
踏
絵
実
施
惣
町
組
頭
跡
役
選
任
事
務
年
越
旅
行
に
よ
る
踏
絵
未
進
者
の
踏
絵
実
施
毎
年
九
月
鉄
砲
証
文
の
連
判
帳
作
製
流
罪
紐
付
誉
者
の
旅
費
食
糧
の
見
積
支
給
御
払
米
希
望
者
の
入
札
事
務
諸
役
所
入
用
諸
色
の
入
札
事
務
箇
所
銀
、
悪
銀
の
払
渡
に
長
崎
会
所
で
立
合
廻
米
到
着
の
届
出
米
積
出
の
届
出
諸
国
廻
船
の
銭
積
出
の
届
金
銀
米
相
場
の
届
出
御
救
米
支
給
事
務
　
以
上
が
長
崎
町
乙
名
た
る
者
の
本
務
と
す
る
所
で
あ
り
、
乙
名
の
受
用
銀
四
貫
目
は
、
い
わ
ば
こ
の
任
務
に
対
し
て
支
給
さ
る
＼
も
の
で
、
こ
れ
以
外
の
勤
務
が
所
謂
加
役
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
加
役
料
を
拝
領
し
た
。
　
さ
て
以
上
に
列
記
し
た
町
乙
名
の
任
務
は
流
石
に
封
建
都
市
で
あ
り
、
長
崎
の
町
で
あ
る
と
の
特
性
を
思
わ
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
何
れ
の
点
が
最
も
重
要
事
項
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
答
う
る
資
料
と
し
て
挙
げ
た
い
の
は
町
乙
）3（
名
の
起
請
文
前
書
で
あ
る
。
長
崎
町
乙
名
の
起
請
文
前
書
は
藤
文
庫
に
二
種
類
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
④
り
、
そ
の
一
は
十
箇
条
、
他
は
三
箇
条
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
十
箇
条
の
中
に
は
何
れ
の
都
市
の
町
役
人
の
起
請
文
に
も
当
然
見
得
る
も
の
が
六
箇
条
あ
り
、
残
る
四
箇
条
が
長
崎
独
特
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
、
一
、
一、
、
抜
荷
御
法
度
之
趣
御
書
付
私
共
戸
煮
え
張
置
申
渡
黒
歯
信
仰
付
置
候
得
共
毛
頭
無
油
断
不
絶
心
付
可
申
付
候
箇
所
埋
門
下
張
井
宿
町
附
町
雑
用
残
銀
其
外
御
救
米
等
割
蓋
置
黒
石
枯
贔
負
、
正
路
に
取
斗
毛
頭
私
曲
ケ
聞
敷
儀
雲
間
敷
候
且
又
宿
町
附
町
男
方
節
候
節
は
諸
事
心
之
及
び
候
丈
入
念
大
切
に
相
勤
可
申
候
町
内
貫
銀
取
立
三
儀
相
定
候
外
は
少
た
り
共
為
自
分
町
内
よ
り
貫
銀
取
立
候
鼠
算
而
仕
間
繕
事
加
役
え
被
仰
付
馬
節
は
先
隣
之
者
と
無
隔
意
申
談
間
違
無
之
様
相
互
に
心
附
可
申
候
尤
年
を
越
候
と
も
其
節
掛
翌
冬
は
分
明
に
相
知
夢
野
仕
置
可
申
事
、
　
附
月
役
年
番
相
勤
候
節
は
別
而
相
野
其
筋
々
に
よ
り
馴
合
手
段
ケ
間
敷
儀
　
は
勿
論
響
胴
贔
負
等
毛
頭
不
輝
国
之
品
た
り
共
礼
物
等
之
儀
堅
受
用
野
間
　
思
事
　
三
箇
条
記
し
て
あ
る
起
請
文
前
書
と
い
う
の
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
　
一
、
公
儀
御
法
度
之
儀
空
相
守
万
事
町
中
入
念
可
申
付
候
御
威
光
を
以
支
配
下
之
　
　
　
者
は
不
及
申
対
諸
人
非
道
之
仕
形
一
切
仕
問
敷
候
事
　
一
、
唐
船
阿
蘭
陀
商
売
事
井
町
中
え
割
渡
候
銀
子
等
に
付
毛
頭
私
欲
仕
間
敷
望
事
　
一
、
宿
町
附
町
被
仰
付
候
刻
諸
事
及
心
候
程
入
念
卿
相
勤
候
事
　
以
上
よ
り
見
て
、
長
崎
町
乙
名
の
最
も
留
意
す
べ
き
任
務
乃
至
心
得
は
抜
荷
、
拝
領
銀
、
貫
銀
翼
要
す
る
に
貿
易
及
び
そ
れ
よ
り
す
る
利
益
配
分
等
に
関
す
る
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
　
更
に
こ
れ
を
犯
科
帳
に
見
ゆ
る
乙
名
の
処
分
例
か
ら
、
町
乙
名
は
何
れ
の
点
に
多
く
責
任
を
問
わ
れ
た
か
を
見
る
に
概
ね
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
無
宿
者
町
内
留
置
（
無
切
手
者
、
構
者
等
を
含
む
）
　
　
　
　
二
九
一
件
　
　
　
町
内
の
者
駈
落
（
虚
者
逃
亡
を
含
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
件
　
　
　
博
突
取
締
不
十
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
件
　
　
　
町
内
よ
り
貿
易
関
係
の
犯
人
を
出
す
　
　
だ
抜
荷
、
荷
役
時
不
正
、
明
船
盗
人
　
　
　
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
件
　
　
　
遊
女
関
係
の
取
締
不
十
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
件
　
　
　
雑
（
申
付
不
十
分
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
件
　
　
　
乙
名
自
身
の
罪
（
抜
荷
、
姦
通
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
四
件
　
右
の
件
数
を
見
る
に
留
置
、
駈
落
と
い
う
人
別
関
係
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
の
が
す
べ
て
の
約
八
割
に
達
し
て
い
る
事
が
先
ず
注
目
さ
れ
る
。
尤
も
こ
れ
ら
に
関
す
る
処
罰
は
殆
ん
ど
「
叱
り
」
で
、
時
に
「
過
料
」
、
　
「
押
込
」
が
あ
る
程
度
で
あ
り
、
た
ゴ
欠
落
の
場
合
は
以
上
に
加
え
て
「
永
尋
」
を
命
ぜ
ら
る
＼
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
人
別
関
係
に
よ
っ
て
町
乙
名
が
犯
科
帳
に
載
る
こ
と
最
も
多
か
っ
た
と
い
う
の
は
長
崎
で
は
抜
荷
防
止
や
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
の
た
め
、
他
都
市
以
上
に
こ
の
人
別
の
事
が
厳
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
町
内
か
ら
抜
荷
犯
人
を
出
す
と
か
、
貿
易
の
荷
役
の
際
不
正
を
働
く
者
が
出
た
と
か
で
乙
名
が
責
任
を
問
わ
る
＼
と
い
う
例
こ
そ
江
戸
時
代
の
他
都
市
に
あ
り
得
な
い
長
崎
独
特
の
話
柄
で
あ
る
が
、
そ
の
処
分
は
前
記
人
別
関
係
の
場
合
の
と
大
差
は
な
く
、
要
す
る
に
平
素
の
申
付
不
十
分
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
　
遊
女
関
係
と
い
う
の
は
遊
女
と
唐
四
人
と
の
関
係
や
遊
女
の
取
締
に
つ
い
て
の
乙
名
の
不
都
合
で
あ
る
が
、
勿
論
こ
れ
は
殆
ん
ど
す
べ
て
丸
山
、
寄
合
二
町
の
乙
名
に
か
＼
わ
る
。
　
博
変
の
取
締
は
長
崎
の
町
に
限
ら
ぬ
が
、
そ
の
取
締
不
十
分
の
故
を
以
っ
て
処
罰
さ
れ
た
例
を
見
る
に
、
前
記
の
人
別
関
係
や
貿
易
関
係
の
処
分
に
比
し
、
　
「
押
込
」
、
　
「
過
料
」
等
量
々
重
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
長
崎
の
町
人
達
は
拝
領
銀
の
恩
沢
に
な
れ
て
奢
修
遊
蕩
の
風
が
あ
る
と
奉
行
所
か
ら
屡
々
注
意
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
し
て
、
こ
の
博
変
の
取
締
に
つ
い
て
は
乙
名
達
に
強
い
要
請
が
さ
れ
て
い
た
か
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
　
乙
名
が
部
下
へ
の
申
付
不
十
分
と
か
、
乙
名
と
し
て
の
処
置
が
不
適
当
と
か
で
処
罰
さ
れ
る
の
は
何
処
の
町
の
名
主
や
乙
名
で
も
見
ら
れ
た
訳
で
あ
り
、
乙
名
本
人
の
罪
に
よ
り
処
罰
さ
る
＼
事
も
致
方
な
い
が
、
要
す
る
に
長
崎
町
乙
名
は
以
上
の
様
）4（
に
勤
方
を
規
定
さ
れ
て
お
り
、
以
上
の
様
に
要
求
さ
る
＼
本
役
を
も
ち
つ
＼
、
更
に
加
役
を
仰
付
け
ら
れ
、
そ
の
面
か
ら
も
長
崎
市
政
に
関
与
貢
献
す
る
の
で
あ
っ
た
。
　
註
①
森
永
種
夫
編
、
御
仕
置
伺
上
巻
、
三
一
、
村
山
庄
右
衛
門
諸
向
勘
定
不
予
一
件
に
　
　
　
　
　
「
乙
名
の
儀
は
居
町
支
配
仕
候
事
に
御
座
国
処
云
々
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
た
。
　
　
　
②
　
藤
文
庫
に
安
永
四
年
未
八
月
付
「
乙
名
勤
方
書
」
、
宝
暦
十
三
年
付
「
乙
名
勤
方
　
　
　
　
　
書
」
が
あ
り
、
九
州
大
学
九
州
文
化
研
究
施
設
蔵
の
松
木
文
庫
（
以
下
松
木
文
庫
　
　
　
　
　
と
記
す
）
に
は
年
代
未
詳
の
「
乙
名
勤
方
之
事
」
、
又
長
崎
県
立
図
書
館
に
は
　
　
　
　
　
「
両
町
乙
名
組
頭
日
行
使
勤
方
書
控
」
と
い
う
丸
山
・
寄
合
両
町
の
そ
れ
が
あ
　
　
　
　
　
る
。
　
　
　
③
月
役
と
い
え
ぼ
年
番
等
と
同
じ
く
後
に
述
ぶ
る
加
役
の
一
種
の
様
に
も
見
え
る
　
　
　
　
　
が
、
こ
れ
を
加
役
と
見
た
資
料
は
未
だ
管
見
に
入
ら
ぬ
か
ら
、
こ
れ
は
乙
名
の
本
　
　
　
　
　
務
の
条
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
　
　
　
　
　
又
、
松
木
文
庫
の
「
乙
名
勤
方
之
事
」
に
は
乙
名
の
遺
方
の
中
に
「
出
番
」
と
称
　
　
　
　
　
し
、
五
町
鳶
か
ら
毎
月
乙
名
一
入
宛
が
出
て
奉
行
所
か
ら
の
御
用
向
な
ど
を
組
合
　
　
　
　
　
町
に
通
達
し
た
と
あ
る
が
、
　
「
乙
名
勤
方
之
事
」
に
於
い
て
も
之
を
加
役
に
数
え
　
　
　
　
　
ず
、
又
、
他
の
記
録
に
も
之
を
加
役
と
見
た
の
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
も
本
務
の
中
　
　
　
　
　
に
述
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
＼
で
の
叙
述
は
藤
文
庫
の
安
永
四
年
の
「
乙
名
勤
　
　
　
　
　
方
書
」
に
従
っ
て
ゴ
あ
る
し
、
且
つ
出
番
な
る
役
向
は
上
記
以
上
に
詳
し
く
は
判
　
　
　
　
　
ら
ぬ
か
ら
、
今
は
一
応
省
い
て
お
く
。
　
　
　
④
松
木
文
庫
に
は
町
乙
名
見
習
の
「
起
請
文
前
書
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
九
箇
条
見
　
　
　
　
　
え
る
だ
け
で
、
加
役
に
つ
い
て
の
一
条
を
欠
く
が
、
そ
れ
は
乙
名
見
習
は
加
役
を
　
　
　
　
　
命
ぜ
ら
る
＼
事
が
な
か
っ
た
か
ら
に
よ
る
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
こ
の
事
を
除
け
ば
　
　
　
　
　
藤
文
庫
の
「
乙
名
起
請
文
前
書
」
と
松
木
文
庫
の
「
町
乙
名
見
習
起
請
文
前
書
」
　
　
　
　
　
と
は
そ
の
内
容
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
、
乙
名
加
役
の
種
類
　
長
崎
町
乙
名
の
仰
来
っ
た
加
役
は
こ
れ
を
一
言
に
す
れ
ば
定
式
、
臨
時
の
二
種
類
と
な
る
が
、
そ
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
事
は
容
易
で
な
く
、
殊
に
臨
時
の
そ
れ
は
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
の
加
役
で
あ
る
か
ら
猶
更
困
難
で
、
そ
れ
を
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
不
可
能
か
と
も
思
わ
れ
る
。
尤
も
こ
れ
に
触
れ
ぬ
で
な
い
が
、
長
崎
市
政
上
少
な
か
ら
ざ
る
意
義
を
も
つ
の
は
定
式
の
加
役
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
＼
で
乙
名
加
役
の
種
類
と
い
う
の
も
概
ね
こ
の
種
の
加
役
を
対
象
と
す
る
。
か
く
て
先
ず
取
り
上
げ
ら
る
べ
き
は
藤
文
庫
の
「
乙
名
加
役
勤
方
書
」
に
見
ゆ
る
乙
名
加
役
の
各
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
勤
方
書
と
い
う
の
は
、
宝
暦
十
三
年
、
そ
の
年
乙
名
加
役
を
仰
付
っ
て
い
た
乙
名
達
の
各
自
の
加
役
勤
方
書
を
藤
惣
太
夫
が
集
め
て
一
綴
と
し
た
も
の
で
、
当
年
の
少
な
く
も
主
要
な
加
役
名
が
わ
か
る
が
、
そ
こ
に
は
次
ぎ
の
十
四
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
×
3
、
×
5
、
　
ワ
’
、9
、
一
、
り
」
、
精
荷
役
立
合
御
用
船
修
覆
立
合
回
方
社
吟
味
役
普
請
方
立
合
吟
味
役
貫
銀
方
掛
岩
原
御
用
達
築
地
銅
座
跡
掛
×
4
、
X
6
、
　
8
、
　
田
、
×
建
、
　
旨
、
船
改
方
唐
人
屋
敷
普
請
方
吟
味
役
御
買
入
米
町
唐
人
根
米
方
吟
味
役
出
動
外
廻
り
火
消
役
番
船
作
事
方
掛
旅
人
演
算
　
と
こ
ろ
が
同
じ
藤
文
庫
の
安
永
四
年
の
「
乙
名
勤
方
書
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
次
ぎ
の
加
役
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
1
、
2
、
4
・
、
6
、
8
、
m
、
ム
ロ
、
△
1
4
、
△
一
6
、
唐
船
精
荷
役
立
合
三
一
満
月
米
方
立
合
盗
賊
三
吟
味
方
　
　
　
　
　
二
人
　
3
、
船
改
方
　
　
　
　
　
　
　
　
二
人
　
5
、
御
普
請
方
立
合
二
入
（
三
年
交
代
）
7
、
貫
銀
三
吟
味
方
　
　
　
　
　
一
人
　
9
、
重
立
候
普
請
之
節
普
請
方
　
　
　
　
1
1
、
立
合
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
御
灘
筋
之
者
添
警
固
二
人
△
境
大
阪
え
付
添
警
固
旅
役
　
　
三
人
　
1
5
、
浦
上
新
田
普
請
掛
　
　
　
　
二
人
　
1
7
、
に
「
加
役
之
事
」
の
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
人
旅
人
改
掛
　
　
　
　
　
　
二
入
御
勘
定
御
普
請
役
御
用
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
二
人
宛
銅
座
跡
支
配
　
　
　
　
　
　
二
人
出
嶋
外
廻
り
火
消
役
江
戸
町
乙
名
御
上
使
御
目
付
御
用
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
数
不
定
召
捕
者
請
取
旅
役
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
町
乙
名
御
施
行
米
銭
掛
　
　
　
　
　
二
人
湊
御
尋
方
　
　
　
　
　
　
　
二
人
　
さ
て
前
記
の
二
者
を
比
較
す
る
に
宝
暦
度
の
×
印
は
安
永
度
に
は
全
く
姿
を
消
し
、
1
と
8
と
は
兼
勤
と
な
っ
て
お
り
、
な
お
、
安
永
度
に
は
宝
暦
度
に
見
え
ぬ
も
）5（
の
が
加
わ
っ
て
い
る
。
併
し
、
安
永
度
に
掲
げ
ら
れ
た
加
役
に
は
全
く
臨
時
の
加
役
と
思
わ
る
＼
も
の
も
多
く
、
こ
の
種
の
加
役
な
ら
ば
宝
暦
度
に
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
宝
暦
度
は
定
式
の
加
役
と
も
見
る
べ
き
、
言
わ
ば
重
立
っ
だ
加
役
の
み
を
挙
げ
て
い
る
事
を
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
し
て
も
宝
暦
か
ら
安
永
迄
の
僅
か
十
余
年
間
に
加
役
の
増
減
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
安
永
四
年
の
乙
名
勤
方
書
は
「
加
役
之
事
」
と
し
て
上
記
の
加
役
を
掲
げ
た
外
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
後
に
述
べ
る
「
年
番
乙
名
」
、
　
「
年
行
事
」
で
あ
り
、
な
お
こ
の
乙
名
勤
方
書
に
は
「
古
来
相
勤
候
加
役
之
事
」
と
い
う
条
が
あ
っ
て
大
暑
次
ぎ
の
如
き
加
役
を
挙
げ
て
い
る
。
i
、
2
、
6
5
、
’
4
、
艮
」
、
ノ
◎
、
ワ
’
、6
6
、
Q
’
、
m
田
、
寛
永
十
二
年
邪
宗
門
欠
落
御
尋
寛
永
十
四
年
半
原
一
揆
の
節
茂
木
、
矢
上
口
固
め
寛
文
三
年
拝
借
銀
請
取
大
阪
旅
役
並
拝
借
掛
宝
永
二
年
唐
人
屋
舗
出
火
度
々
に
つ
き
外
廻
り
正
徳
四
年
市
中
郷
方
無
帳
者
吟
味
の
節
市
中
近
郷
寺
社
口
固
め
享
保
十
八
年
御
買
入
米
支
配
市
中
家
職
人
吟
味
方
惣
町
類
書
調
帳
仕
立
掛
御
買
上
糸
支
配
役
年
行
事
勤
務
の
翌
年
よ
り
出
嶋
間
金
支
配
一
年
、
代
物
替
会
所
吟
味
方
一
年
、
計
三
年
惣
町
絵
図
仕
立
掛
唐
人
屋
黒
黒
両
替
掛
五
穀
吟
味
方
　
　
　
享
保
十
八
年
の
御
買
入
米
支
配
加
役
二
人
と
い
う
の
は
、
惣
町
乙
名
惣
町
乙
名
　
二
　
人
惣
町
乙
名
　
十
八
人
　
二
　
人
　
六
　
人
　
六
　
人
人
数
不
明
長
崎
会
所
吟
味
方
一
年
、
　
1
1
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
人
　
1
2
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
人
　
1
3
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
人
　
以
上
の
内
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
年
だ
け
の
臨
時
の
加
役
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
前
記
の
宝
暦
度
の
加
役
に
は
御
買
入
米
掛
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
れ
は
二
人
で
宝
暦
五
年
米
価
高
騰
の
た
め
に
置
か
れ
た
と
の
説
明
が
つ
い
て
お
り
、
要
す
る
に
買
入
出
掛
の
如
き
は
名
目
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
新
ら
し
く
仰
付
け
ら
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
市
中
家
職
人
爵
味
方
と
い
う
の
も
後
の
産
業
面
と
称
す
る
も
の
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
こ
＼
に
掲
げ
ら
れ
た
加
役
は
殆
ん
ど
そ
の
時
の
必
要
に
応
じ
て
命
ぜ
ら
れ
た
類
で
、
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
長
崎
町
乙
名
は
何
か
と
事
あ
る
毎
に
、
又
市
民
生
活
の
必
要
に
応
じ
て
加
役
の
名
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
渡
辺
文
庫
所
収
の
文
化
二
年
改
「
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
井
諸
加
役
大
意
書
」
に
も
乙
名
の
加
役
の
概
略
を
掲
げ
て
あ
る
が
、
こ
れ
に
見
ゆ
る
の
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。3
、、
5
、
ワ
’
、
Q
’
、
口
、
R
四
、
巴
、
汐
、9
、
2
0
、
刻
、
精
荷
役
立
合
井
唐
人
線
二
方
　
四
人
旅
人
町
方
　
　
　
　
　
　
　
二
入
産
業
調
子
方
井
古
銅
取
締
掛
　
二
人
普
請
方
立
合
銅
座
跡
支
配
掛
三
人
二
人
市
中
塵
芥
取
捨
方
里
掛
井
湊
定
渡
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
人
岩
原
御
用
達
　
　
　
　
　
　
　
二
人
諏
方
社
取
締
掛
　
　
　
　
　
　
一
人
御
囲
米
掛
　
　
　
　
　
　
　
　
二
人
年
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
人
年
番
付
（
乙
名
見
習
）
人
数
不
明
明
細
帳
井
旧
記
調
子
掛
　
　
昼
前
2
、
4
、
6
、
8
、
m
田
、
口
、
旨
、
田
、
田
、
盗
賊
掛
吟
味
方
井
抜
荷
取
締
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
人
船
改
方
　
　
　
　
　
　
二
人
市
中
取
締
方
井
諸
色
直
段
調
子
掛
　
　
　
　
　
　
　
　
四
人
俵
物
方
掛
　
　
　
　
人
数
不
明
波
止
場
立
合
　
　
　
　
　
二
人
置
銀
方
立
合
井
新
地
取
締
方
　
　
　
　
　
　
　
　
人
数
不
明
唐
船
雑
用
取
締
掛
　
　
　
二
人
銅
取
締
方
　
　
　
　
　
一
人
出
島
外
廻
り
火
消
江
戸
町
乙
名
　
以
上
に
よ
れ
ば
文
化
頃
に
町
乙
名
の
加
役
と
見
ら
れ
た
主
要
な
も
の
は
前
記
二
十
一
と
な
る
が
、
こ
れ
を
安
永
頃
の
主
要
な
加
役
と
目
さ
れ
た
も
の
と
比
較
す
る
に
、
安
永
度
の
そ
れ
に
△
印
を
付
し
た
も
の
の
み
が
姿
を
消
し
、
そ
の
他
は
多
少
名
称
を
異
に
す
る
と
か
兼
勤
と
な
っ
た
か
だ
け
で
、
事
実
に
お
い
て
は
文
化
年
間
ま
で
引
継
が
れ
た
と
見
え
る
。
安
永
度
の
加
役
で
△
印
の
つ
い
た
も
の
は
、
そ
の
名
称
か
ら
も
推
察
さ
る
る
如
く
臨
時
の
加
役
で
、
結
局
、
宝
暦
、
安
永
、
文
化
に
亘
り
、
そ
の
名
の
消
え
去
ら
ぬ
も
の
が
長
崎
町
乙
名
の
定
式
加
役
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藤
文
庫
に
「
定
式
、
臨
時
加
役
勤
人
乙
名
」
と
題
す
る
記
録
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
乙
名
三
十
六
人
を
個
人
別
に
、
そ
の
仰
付
け
ら
れ
た
加
役
名
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
時
代
）6（
は
四
容
か
ら
見
て
、
安
永
、
天
明
の
間
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
「
市
中
隠
密
廻
り
」
・
「
市
中
空
地
架
造
調
子
掛
」
・
「
紀
州
御
領
漂
流
唐
船
支
配
掛
」
等
臨
時
的
な
加
役
の
若
干
が
な
い
で
な
い
が
、
そ
の
殆
ん
ど
は
前
記
各
種
の
加
役
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
て
「
乙
名
頭
取
」
・
「
年
番
」
・
「
年
行
司
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
町
乙
名
は
こ
れ
ら
の
加
役
を
次
ぎ
次
ぎ
と
仰
付
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
例
を
藤
家
の
場
合
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
藤
文
庫
に
天
保
十
三
年
藤
惣
太
夫
が
差
出
し
た
仁
方
細
目
な
る
も
の
＼
控
が
一
通
残
っ
て
い
る
が
、
惣
太
夫
は
享
和
元
年
乙
名
を
相
続
し
て
以
来
天
保
十
三
年
に
至
る
四
十
九
年
間
に
次
ぎ
の
各
種
加
役
を
勤
め
た
と
い
う
。
　
市
中
明
細
帳
取
調
掛
、
唐
船
破
船
取
斗
掛
、
年
番
、
御
勘
定
吟
味
方
改
方
御
用
　
達
、
市
中
臨
時
夜
廻
、
湊
定
淡
方
、
火
事
場
掛
、
普
請
方
立
合
、
年
行
司
、
盗
賊
　
方
、
和
人
蓼
取
締
掛
、
精
荷
役
立
合
助
、
金
銀
取
締
掛
、
古
金
銀
引
替
取
締
掛
、
　
市
中
取
締
掛
、
長
崎
会
所
目
付
助
　
以
上
乙
名
加
役
に
は
多
く
の
と
い
う
よ
り
は
親
し
い
種
別
が
あ
り
、
時
と
共
に
変
転
し
て
来
た
よ
う
で
あ
る
が
、
就
中
、
定
式
加
役
と
見
ら
れ
、
且
長
期
に
亘
っ
て
触
目
す
る
言
は
ゴ
主
要
な
乙
名
加
役
に
つ
い
て
、
概
略
の
説
明
を
次
に
加
え
よ
う
。
四
、
主
要
な
乙
名
加
役
　
ω
　
年
行
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
年
行
司
と
は
そ
の
任
務
を
一
言
に
す
れ
ば
奉
行
所
取
次
で
、
惣
町
乙
名
の
中
か
　
　
　
②
ら
二
人
宛
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
年
行
司
だ
け
の
勤
方
を
記
し
た
「
年
行
司
　
　
③
勤
方
書
」
と
い
う
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
し
て
も
、
こ
の
加
役
の
重
要
性
が
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
勤
方
書
は
詳
細
に
亘
っ
て
、
長
崎
奉
行
の
長
崎
到
着
時
の
出
迎
の
仕
方
か
ら
、
奉
行
在
勤
中
の
用
人
的
秘
書
官
的
な
万
端
の
話
方
最
後
は
奉
行
が
任
を
終
え
て
江
戸
に
帰
る
「
御
発
駕
之
事
」
に
及
ん
で
い
る
が
、
日
々
の
勤
務
は
塞
行
の
家
老
、
用
方
、
給
人
の
差
図
を
受
け
て
何
事
に
よ
ら
ず
相
勤
む
る
と
い
う
し
、
そ
の
詰
所
は
「
玄
関
脇
小
部
屋
」
で
あ
っ
た
点
か
ら
も
、
全
く
奉
行
の
家
来
同
然
と
し
て
維
用
に
当
っ
た
も
の
＼
よ
う
で
あ
る
。
乙
名
達
も
寧
ろ
こ
れ
を
光
栄
に
し
た
か
の
如
く
、
勤
方
書
に
も
「
御
家
中
同
様
に
仰
付
ら
れ
」
と
か
「
年
行
司
勤
中
之
儀
は
地
役
人
の
列
を
離
れ
候
心
得
に
而
」
と
か
見
え
、
一
応
地
下
人
た
る
身
分
以
上
に
列
し
た
覚
悟
で
年
行
司
を
勤
め
た
も
の
＼
様
で
あ
る
。
従
っ
て
又
、
年
行
司
は
奉
行
所
の
機
密
を
洩
ら
す
と
か
、
奉
行
所
の
威
を
煎
る
と
か
の
事
も
あ
り
得
る
の
で
、
奉
行
所
は
こ
れ
に
起
請
文
を
書
か
せ
た
ら
し
く
、
こ
の
起
請
文
に
は
「
御
役
所
内
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
は
一
切
口
外
し
な
い
」
と
か
、
　
「
人
々
か
ら
内
々
の
三
筋
と
か
、
音
物
と
か
の
取
次
を
頼
ま
れ
て
も
取
次
が
ぬ
」
と
か
、
　
「
御
役
所
の
御
用
に
事
よ
せ
私
曲
が
ま
し
い
こ
と
を
し
な
い
」
と
か
、
普
通
の
起
請
文
に
は
見
難
い
文
言
が
見
え
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
行
司
の
初
め
ら
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
次
の
四
望
が
あ
る
A
、
寛
永
元
年
　
　
　
（
渡
辺
文
庫
所
収
、
乙
名
諸
加
役
被
仰
付
候
年
号
取
調
書
付
）
B
、
寛
永
十
三
年
　
　
　
（
全
前
所
収
、
乙
名
頭
取
町
乙
名
勤
方
井
諸
加
役
大
意
書
）
C
、
寛
永
十
五
年
　
　
　
（
藤
文
庫
所
収
、
年
行
司
勤
方
書
（
天
明
六
年
）
。
長
崎
叢
書
所
収
、
長
崎
略
　
　
史
上
年
表
寛
永
十
五
年
下
。
環
浦
通
、
下
、
御
役
所
年
行
司
条
。
崎
陽
群
談
、
　
　
第
五
、
年
行
司
之
鉄
条
。
続
長
崎
鑑
、
年
行
司
条
）
D
、
延
宝
元
年
　
　
　
（
長
崎
志
正
篇
、
年
表
挙
要
、
延
宝
元
年
条
）
　
以
上
の
内
、
寛
永
元
年
説
は
た
ゴ
寛
永
元
年
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
何
等
の
記
載
な
く
信
否
如
何
と
も
し
難
い
。
次
ぎ
の
寛
永
十
三
年
説
は
従
来
奉
行
所
の
自
訴
か
ら
長
崎
の
重
立
っ
た
町
人
の
中
か
ら
選
ん
で
召
使
っ
て
い
た
が
、
こ
の
寛
永
十
三
年
か
ら
惣
町
乙
名
の
中
、
二
人
宛
を
年
行
司
に
仰
付
け
た
。
　
即
ち
乙
名
の
加
役
と
し
て
年
行
司
の
初
あ
は
寛
永
十
三
年
で
、
こ
の
時
任
命
さ
れ
た
の
は
浦
五
嶋
町
乙
名
森
口
庄
左
衛
門
と
恵
美
酒
町
乙
名
内
野
助
左
衛
門
で
あ
っ
た
と
い
う
。
寛
永
十
三
年
説
も
こ
れ
と
混
々
同
様
の
説
明
に
よ
り
、
右
と
同
じ
乙
名
が
初
あ
て
の
年
行
司
と
な
っ
た
と
い
う
。
従
っ
て
こ
の
両
説
は
時
間
的
に
二
年
の
差
が
あ
っ
て
同
説
と
は
言
い
兼
ね
る
が
、
そ
れ
も
二
年
の
差
で
あ
り
、
初
め
て
の
年
行
司
の
氏
名
に
お
い
て
も
一
致
す
る
点
、
殆
ん
ど
同
説
と
見
得
ぬ
で
も
な
い
。
然
し
強
い
て
何
れ
か
に
決
着
せ
し
む
る
と
す
れ
ば
寛
永
十
五
年
説
を
と
る
。
真
理
は
多
数
決
で
定
め
難
い
に
し
て
も
、
古
来
の
文
献
に
こ
の
説
を
と
る
も
の
が
多
く
、
且
つ
寛
永
十
五
年
と
い
え
）ワ（
ば
島
原
の
乱
が
鎮
定
し
、
松
平
信
綱
の
巡
視
も
あ
り
、
長
崎
奉
行
が
「
長
崎
常
御
在
勤
」
と
な
っ
た
年
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
乙
名
の
中
か
ら
二
人
宛
を
年
行
司
と
し
て
奉
行
所
に
召
出
し
て
勤
あ
さ
せ
る
と
い
う
画
期
的
な
事
実
が
始
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
至
極
当
然
と
思
わ
る
＼
か
ら
で
あ
る
。
　
最
後
の
延
宝
元
年
説
に
は
従
い
難
い
。
そ
れ
は
続
長
崎
鑑
年
行
司
条
に
掲
ぐ
る
年
行
司
の
氏
名
と
長
崎
県
の
歴
史
（
箭
内
健
次
監
修
）
掲
載
の
長
崎
町
乙
名
在
職
一
覧
表
に
見
ゆ
る
明
暦
頃
の
乙
名
の
氏
名
と
を
対
照
す
る
に
、
乾
蝕
名
治
り
が
符
合
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
既
に
延
宝
以
前
か
ら
年
行
司
は
町
乙
名
に
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
事
が
判
明
し
、
延
宝
元
年
か
ら
初
め
て
年
行
司
を
町
乙
名
に
仰
付
け
た
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
加
役
料
一
人
九
貫
目
宛
。
　
な
お
薙
に
明
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
年
行
司
と
「
外
町
年
行
司
」
と
の
区
別
で
あ
る
。
後
者
は
内
町
の
町
年
寄
に
当
り
、
そ
れ
は
「
御
役
所
へ
相
之
候
年
行
司
」
即
ち
こ
㌧
で
の
年
行
司
と
紛
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
初
め
は
町
代
と
称
し
、
次
い
で
常
行
司
と
改
め
遂
に
は
内
町
同
様
の
町
年
寄
と
い
う
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
註
　
①
　
　
②
　
　
③
　
④
　
⑤
　
⑥
　
⑦⑧
硬
浦
通
、
下
、
御
役
所
年
行
司
条
。
藤
文
庫
の
乙
名
勤
方
書
そ
の
他
。
藤
文
庫
に
も
天
明
六
年
と
宝
暦
十
三
年
の
年
行
司
勤
方
書
が
あ
る
。
崎
陽
群
談
、
第
五
、
年
行
司
条
。
松
木
文
庫
、
年
行
司
起
請
文
前
書
。
長
崎
志
正
篇
、
年
表
挙
要
、
寛
永
十
五
年
条
。
乙
名
加
役
の
加
役
料
に
つ
い
て
は
藤
文
庫
の
加
役
料
分
限
帳
、
明
細
分
限
諸
役
人
附
一
実
加
役
料
帳
と
か
、
長
崎
略
史
上
の
諸
役
員
沿
革
志
に
よ
っ
た
。
主
な
加
役
の
加
役
料
は
殆
ん
ど
一
致
す
る
が
中
に
は
多
少
の
相
違
も
あ
る
。
然
し
今
は
概
略
に
止
め
た
。
以
下
同
様
。
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
、
自
寛
永
十
年
五
月
至
宝
永
五
年
十
二
月
日
記
、
寛
文
五
年
巳
三
月
五
日
云
々
条
。
　
②
、
年
番
乙
名
　
明
和
五
年
市
中
一
躰
取
締
の
た
め
に
町
乙
名
中
か
ら
⊥
ハ
人
に
年
番
を
仰
付
け
た
に
初
ま
り
、
そ
れ
は
日
々
当
番
を
き
め
て
乙
名
会
所
に
出
勤
し
、
市
中
の
取
締
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
だ
け
に
、
抜
荷
取
締
、
惣
町
巡
視
、
訴
訟
糺
問
、
人
別
引
合
等
を
そ
の
任
務
内
容
と
し
た
。
加
役
料
銀
二
枚
宛
。
　
註
　
①
　
こ
れ
は
藤
文
庫
の
安
永
四
年
の
乙
名
勤
方
書
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
藤
文
庫
に
　
　
　
　
　
は
な
お
天
明
六
年
午
正
月
付
の
「
勤
方
書
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
藤
惣
　
　
　
　
　
太
夫
等
六
人
の
年
番
乙
名
が
連
名
で
そ
の
勤
方
を
書
出
し
た
云
は
ゴ
「
年
番
乙
名
　
　
　
　
　
勤
方
書
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
前
記
の
ほ
か
「
召
上
船
払
渡
時
の
触
方
・
入
札
　
　
　
　
　
」
の
事
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
㈲
　
乙
名
頭
取
　
天
明
四
年
、
精
荷
役
立
合
（
後
述
）
四
人
が
乙
名
頭
取
を
仰
付
け
ら
れ
た
と
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
諸
記
録
共
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
任
務
は
毎
日
二
人
宛
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
屋
町
な
る
乙
名
会
所
に
出
勤
し
て
年
番
乙
名
や
月
役
乙
名
等
と
の
評
議
に
加
わ
る
こ
と
＼
、
惣
町
乙
名
の
内
で
若
年
者
と
か
風
儀
宜
う
し
か
ら
ざ
る
者
に
対
し
て
指
導
監
督
に
当
る
と
い
う
二
点
に
あ
っ
た
が
、
設
置
さ
れ
て
間
も
な
く
天
明
以
後
は
、
こ
の
二
点
に
更
に
次
ぎ
の
論
理
を
加
え
て
い
る
。
　
　
、
12
、
ハ
」
、
4
、
5
、
市
中
近
在
の
非
常
事
態
時
出
動
貧
窮
者
救
済
上
使
下
向
時
の
用
達
諏
方
社
見
廻
、
同
社
の
普
請
神
器
修
覆
心
付
箇
所
竈
銀
救
米
代
銀
割
当
心
添
　
乙
名
頭
取
の
席
次
は
惣
町
乙
名
の
筆
・
頭
と
さ
れ
、
又
乙
名
頭
取
を
仰
付
け
ら
れ
る
と
そ
の
居
町
支
配
は
伜
が
代
勤
と
な
る
が
、
そ
の
際
の
諸
届
等
に
は
三
日
で
な
く
何
町
乙
名
と
認
め
て
よ
い
事
に
な
っ
て
お
り
、
又
そ
の
場
合
の
伜
の
席
順
に
し
て
も
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
乙
名
見
習
の
上
席
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
、
乙
名
頭
取
は
そ
の
名
の
如
く
、
町
乙
名
中
の
最
右
翼
に
遇
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
人
扶
持
。
　
註
　
①
　
長
崎
略
史
上
、
年
表
、
天
明
四
年
条
。
渡
辺
文
庫
所
収
、
乙
名
諸
加
役
被
仰
付
候
　
　
　
　
　
年
号
取
調
書
付
。
全
前
所
収
、
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
井
諸
加
役
大
意
書
。
　
　
　
②
長
崎
略
史
上
、
官
衙
公
署
志
。
　
　
　
③
乙
名
頭
取
に
関
す
る
記
述
は
殆
ん
ど
前
記
の
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
井
野
加
役
　
　
　
　
　
大
意
書
に
よ
る
。
）8（
　
ω
　
精
荷
役
立
合
井
唐
人
華
壇
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
精
荷
役
立
合
は
正
徳
五
年
乙
名
の
内
よ
り
四
入
を
之
に
任
じ
た
に
始
ま
り
、
唐
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
写
方
の
発
端
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
乙
名
二
人
が
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
の
を
明
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
二
年
か
ら
は
精
荷
役
立
合
の
兼
勤
に
し
た
と
い
う
。
精
荷
役
は
諸
役
人
と
共
に
丸
荷
役
よ
り
更
に
精
細
に
唐
蘭
輸
入
品
の
品
質
や
数
量
を
検
査
し
、
こ
の
間
に
諸
役
人
や
筆
者
等
に
私
曲
不
正
な
き
様
立
合
う
の
で
あ
り
、
唐
人
根
米
方
は
唐
人
屋
敷
の
唐
人
達
へ
の
兵
線
米
の
貯
蔵
支
給
支
払
に
立
合
吟
味
す
る
役
で
あ
る
。
従
っ
て
唐
人
級
米
方
は
恐
ら
く
は
唐
人
屋
敷
が
設
け
ら
れ
た
以
後
に
仰
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
加
役
料
二
貫
三
百
目
宛
。
　
註
　
①
藤
文
庫
所
収
、
乙
名
勤
方
書
（
安
永
四
年
）
に
は
前
々
よ
り
と
あ
る
だ
け
で
明
確
　
　
　
　
　
で
な
い
が
、
渡
辺
文
庫
の
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
井
諸
加
役
大
意
書
に
は
正
徳
　
　
　
　
　
五
年
と
あ
る
。
　
　
　
②
①
の
両
書
共
に
発
端
の
年
を
明
記
し
て
な
い
が
、
藤
文
庫
所
収
、
乙
名
加
役
勤
方
　
　
　
　
　
書
に
は
兼
勤
と
な
る
以
前
の
勤
方
が
記
さ
れ
て
お
り
、
少
く
と
も
寛
延
元
年
に
は
　
　
　
　
　
始
ま
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
　
　
　
③
前
掲
両
三
共
に
明
和
二
年
よ
り
兼
勤
と
あ
る
。
　
㈲
　
盗
賊
掛
吟
味
方
井
抜
荷
取
締
方
　
寛
延
元
年
市
中
取
締
の
た
め
乙
名
四
人
に
盗
賊
掛
を
命
じ
た
が
、
其
後
市
内
静
穏
と
な
っ
た
の
で
翌
二
年
四
人
の
内
の
二
人
を
免
じ
、
残
り
二
人
に
盗
賊
吟
味
掛
定
加
役
を
仰
付
け
て
い
た
が
、
安
永
四
年
よ
り
三
箇
年
勤
め
と
し
た
。
然
し
盗
賊
方
の
如
き
は
僅
か
の
年
限
で
は
盗
賊
や
無
宿
者
の
面
体
も
見
覚
え
ぬ
し
、
且
筋
々
に
つ
き
分
り
兼
ね
る
事
も
多
い
か
ら
と
寛
政
十
年
に
な
っ
て
昔
に
戻
り
定
加
役
と
し
、
そ
の
間
寛
政
五
年
に
抜
荷
取
締
方
加
役
が
盗
賊
掛
の
兼
務
と
な
っ
た
と
い
う
。
　
こ
の
加
役
を
仰
付
け
ら
れ
た
乙
名
は
、
毎
日
奉
行
所
に
罷
出
て
目
安
方
掛
の
指
示
の
下
、
市
内
の
取
締
り
に
当
る
が
、
盗
賊
方
の
用
向
に
つ
い
て
は
乙
名
宅
を
隔
月
に
役
場
と
し
、
筆
者
、
日
行
使
、
溜
番
共
を
も
詰
め
さ
せ
る
。
寛
延
元
年
盗
賊
掛
の
発
端
の
時
已
に
惣
町
日
行
使
の
内
よ
り
五
人
、
筆
者
一
入
を
勤
め
さ
せ
、
安
永
二
年
以
後
は
日
行
使
を
一
人
増
し
て
六
人
と
し
、
寛
政
二
年
に
は
非
人
を
目
明
と
い
う
名
目
で
手
先
に
使
う
な
ど
し
て
い
る
が
、
抜
荷
取
締
方
兼
勤
と
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
筆
者
、
日
行
使
も
乙
名
と
同
じ
く
兼
勤
と
な
っ
た
。
盗
賊
や
抜
荷
の
取
締
と
い
え
ば
詳
細
を
述
ぶ
る
ま
で
も
な
い
が
、
勤
方
書
に
は
長
崎
市
内
で
相
撲
や
歌
舞
佼
の
催
さ
る
＼
場
合
と
か
精
霊
流
し
や
神
事
の
際
に
お
け
る
盗
賊
の
取
締
、
春
思
の
事
や
失
物
探
索
の
た
め
質
屋
、
古
着
屋
、
古
金
屋
等
を
廻
る
こ
と
等
詳
細
に
記
述
し
て
あ
る
。
以
上
些
か
煩
雑
に
過
ぎ
た
か
と
思
う
が
、
次
ぎ
の
旅
人
方
響
に
お
い
て
も
、
乙
名
の
加
役
勤
務
で
は
役
場
を
乙
名
宅
に
立
て
る
と
か
、
筆
者
、
日
行
使
を
置
く
と
か
、
先
任
者
と
の
引
継
ぎ
は
奉
行
所
御
書
院
で
行
う
と
か
、
略
々
同
様
の
事
柄
が
多
い
の
で
、
こ
＼
に
敢
え
て
繁
を
い
と
わ
ず
概
略
を
記
し
て
、
乙
名
加
役
の
実
体
の
一
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
端
を
示
し
て
見
た
の
で
あ
る
。
加
役
料
四
百
三
十
目
宛
。
註
①
渡
辺
文
庫
の
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
皇
丼
諸
加
役
大
意
書
に
よ
る
。
②
松
木
文
庫
所
収
、
長
崎
市
中
明
細
帳
（
天
明
年
間
）
に
よ
れ
ば
、
盗
賊
方
は
四
百
　
　
三
十
目
の
外
に
雑
用
と
し
て
二
貫
目
、
御
手
当
と
し
て
一
貫
目
を
う
け
た
と
あ
　
　
る
。
　
㈲
　
旅
人
改
方
　
こ
れ
は
宝
暦
六
年
乙
名
の
内
二
人
に
仰
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
旅
人
に
つ
い
て
は
か
ね
て
よ
り
仰
出
さ
れ
て
い
る
が
不
取
締
で
あ
り
、
諸
国
か
ら
入
込
ん
だ
者
に
は
無
宿
や
烏
乱
な
者
が
多
い
か
ら
取
締
専
一
に
取
計
え
、
な
お
旅
人
が
到
着
し
た
ら
早
速
旅
人
改
選
に
届
け
、
逗
留
期
限
が
来
た
ら
遅
滞
な
く
帰
国
さ
せ
無
届
者
は
置
く
な
と
申
渡
さ
れ
た
の
で
、
旅
人
二
方
は
こ
の
趣
旨
に
よ
っ
て
こ
の
加
役
を
　
　
　
　
　
①
勤
め
る
と
い
う
。
そ
の
勤
方
の
詳
細
は
今
は
略
し
、
こ
れ
は
初
め
は
二
年
交
代
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
が
、
明
和
六
年
か
ら
定
加
役
と
な
っ
た
こ
と
の
み
を
記
し
て
お
く
。
加
役
料
三
　
　
　
百
目
宛
。
註
①②③
渡
辺
文
庫
、
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
井
諸
加
役
大
意
書
。
藤
文
庫
の
乙
名
勤
方
書
（
安
永
四
年
）
な
お
藤
文
庫
の
「
乙
名
加
役
勤
方
書
」
は
こ
の
旅
人
方
を
仰
付
け
ら
れ
た
最
初
は
日
行
使
共
を
召
連
れ
て
一
々
を
廻
り
、
町
々
の
役
人
と
立
合
っ
て
取
締
る
こ
と
を
眼
目
に
し
た
と
あ
り
、
市
中
巡
廻
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。
松
木
文
庫
の
長
崎
市
中
明
細
帳
（
天
明
年
間
）
に
は
旅
人
方
は
三
百
目
の
外
、
雑
用
と
し
て
三
貫
目
を
う
け
た
と
あ
る
。
）9（
　
働
　
船
　
改
方
　
宝
暦
六
年
乙
名
の
内
二
人
に
仰
付
け
ら
れ
、
こ
れ
は
長
崎
港
内
は
勿
論
附
近
の
浦
辺
に
着
い
た
船
で
も
怪
し
い
も
の
は
改
め
、
唐
・
紅
毛
船
の
出
入
時
や
滞
船
中
は
殊
に
昼
夜
よ
く
廻
り
、
貿
易
品
の
隠
匿
や
落
札
の
荷
物
で
も
代
銀
夫
納
な
の
を
積
出
し
て
は
い
な
い
か
に
心
掛
け
る
。
そ
の
役
場
を
隔
月
に
乙
名
宅
に
設
け
、
　
一
人
は
役
場
に
詰
め
、
　
一
人
は
積
荷
改
や
港
内
不
時
廻
り
等
の
出
役
を
溜
め
、
そ
の
罪
責
と
吼
て
筆
者
、
日
行
使
を
用
い
た
こ
と
は
、
前
二
者
と
同
様
で
あ
る
。
加
役
料
三
百
目
宛
。
　
註
　
①
　
渡
辺
文
庫
の
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
学
弁
諸
加
役
大
意
書
に
よ
っ
た
が
、
藤
文
庫
　
　
　
　
　
の
乙
名
加
役
勤
方
書
に
は
前
者
よ
り
も
「
大
阪
堺
廻
船
改
仕
方
之
事
」
と
か
「
商
　
　
　
　
　
船
改
之
事
」
と
か
も
見
え
、
港
町
た
る
長
崎
の
事
と
て
そ
の
勤
方
は
詳
細
に
亘
っ
　
　
　
　
　
て
い
る
。
　
　
　
②
松
木
文
庫
の
長
崎
市
中
明
細
帳
に
は
三
百
目
の
外
に
雑
用
と
し
て
三
貫
目
を
う
け
　
　
　
　
　
た
と
あ
る
。
　
㈱
　
普
請
方
立
合
　
奉
行
所
関
係
の
普
請
修
覆
に
つ
き
建
築
材
料
の
吟
味
購
入
支
払
、
現
場
の
巡
視
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
督
に
当
る
役
で
、
そ
の
発
端
は
寛
永
十
三
年
と
も
い
わ
れ
明
確
で
な
い
が
、
事
の
性
格
上
か
な
り
早
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
初
め
は
か
無
手
町
乙
名
の
内
か
ら
二
人
宛
仰
付
け
ら
れ
、
少
な
く
も
宝
暦
末
節
ま
で
は
そ
の
様
で
あ
っ
た
が
、
何
時
頃
か
ら
か
出
来
大
工
町
乙
名
の
定
加
役
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
亦
充
分
考
え
ら
れ
る
が
、
享
和
四
年
か
ら
は
惣
町
乙
名
の
内
三
人
宛
と
改
め
た
。
そ
れ
は
当
時
の
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
大
工
町
乙
名
が
若
年
で
あ
っ
た
か
ら
に
よ
る
。
加
役
料
六
百
目
宛
。
　
註
　
①
　
渡
辺
文
庫
所
収
、
乙
名
諸
加
役
被
仰
付
候
年
号
取
調
書
付
。
　
　
　
②
藤
文
庫
の
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
＃
諸
加
役
大
意
書
に
よ
る
。
⑨
　
銅
座
跡
支
配
　
宝
暦
四
年
に
始
ま
り
、
惣
町
乙
名
の
内
よ
り
二
人
宛
交
代
に
勤
め
、
役
場
は
翌
五
年
銅
座
跡
に
設
け
ら
れ
た
が
、
勤
方
は
銅
座
跡
と
い
う
町
の
乙
名
と
い
う
意
味
か
ら
全
く
町
々
の
乙
名
と
同
様
で
、
た
ゴ
各
方
面
か
ら
の
入
合
の
者
が
多
い
か
ら
人
別
改
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
特
に
注
意
す
る
様
申
付
け
ら
れ
た
。
加
役
料
二
百
十
目
宛
。
註
①
こ
の
加
役
に
つ
い
て
は
諸
書
の
記
述
に
大
き
な
差
は
な
い
。
　
q
o
　
貫
銀
方
掛
　
こ
れ
は
貫
銀
方
立
合
と
か
貫
銀
掛
吟
味
方
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
発
端
は
宝
暦
五
年
で
、
貫
銀
に
つ
い
て
は
何
事
に
よ
ら
す
立
合
っ
て
加
印
す
る
役
で
あ
る
。
　
乙
名
二
人
。
加
役
料
百
二
十
目
宛
。
　
註
、
諸
書
の
記
述
は
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
⑳
出
蝿
、
外
廻
り
火
消
役
江
戸
町
の
乙
名
が
代
々
御
付
け
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
発
端
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
が
、
恐
ら
く
は
出
潮
の
最
初
か
ら
で
あ
ろ
う
。
出
嶋
出
火
の
際
は
火
消
を
つ
れ
て
駈
入
り
、
町
方
火
災
の
時
は
表
門
に
詰
め
、
そ
の
他
、
蘭
船
入
浩
時
の
海
上
取
締
や
荷
役
、
荷
渡
に
お
け
る
群
衆
の
取
締
に
当
る
。
加
役
料
二
百
四
十
目
宛
。
　
註
、
こ
れ
も
諸
書
に
出
入
は
な
い
。
　
働
岩
原
御
用
達
　
御
勘
定
御
普
請
役
御
用
達
と
か
、
御
上
使
御
目
付
御
用
達
と
称
し
た
も
の
に
当
り
、
従
前
は
目
付
・
勘
定
・
徒
目
付
下
向
の
際
、
乙
名
の
内
よ
り
各
一
人
宛
御
用
達
を
仰
寒
け
ら
れ
た
が
、
掌
側
＋
二
年
か
ち
は
こ
れ
ら
湊
美
ね
て
二
人
宛
と
な
つ
弄
。
文
字
通
り
御
用
達
で
、
到
着
以
前
か
ら
肇
者
や
側
方
の
人
柄
渉
掻
越
し
て
申
付
け
て
お
き
、
台
所
用
品
か
ら
食
料
、
馬
料
等
ま
で
用
意
し
、
到
三
部
の
出
迎
か
ら
汀
戸
へ
発
駕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
政
治
部
か
ら
騰
軍
向
ま
で
万
端
の
御
用
を
承
る
と
い
う
。
加
役
料
一
貫
三
百
目
。
　
　
註
①
藤
文
庫
の
乙
名
諸
加
役
勤
方
書
と
渡
辺
文
庫
の
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
＃
諸
加
　
　
　
　
　
役
大
意
書
を
綜
合
し
て
記
述
し
た
。
　
　
　
②
松
木
文
庫
所
収
、
長
崎
市
中
明
細
帳
（
天
明
年
間
）
。
　
⑬
　
波
戸
場
立
合
　
　
　
　
　
①
　
享
保
十
七
年
に
始
ま
り
、
初
め
は
二
年
宛
一
人
で
勤
め
た
が
、
そ
の
後
二
人
宛
と
な
っ
た
と
い
う
。
尤
も
こ
れ
よ
り
さ
き
、
船
手
町
乙
名
二
人
宛
が
毎
年
波
戸
場
吟
味
方
と
し
て
一
年
交
代
に
波
戸
場
詰
を
申
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
年
代
は
不
明
な
が
ら
既
に
享
保
以
前
に
こ
の
役
は
始
ま
っ
て
い
た
訳
で
あ
り
、
船
手
町
よ
り
二
入
宛
と
い
え
ば
、
普
請
方
を
陸
手
町
乙
名
二
人
宛
に
命
じ
た
に
対
応
す
る
か
と
見
え
。）q
る
。
日
々
波
戸
場
詰
所
に
詰
め
て
、
風
波
を
見
て
港
で
の
出
役
を
調
整
し
取
締
る
。
加
役
料
二
百
五
十
目
宛
。
　
註
①
渡
辺
文
庫
、
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
井
諸
加
役
大
意
書
。
個
　
産
業
調
子
方
　
寛
政
三
年
乙
名
の
内
二
人
を
召
出
し
、
長
崎
の
者
達
は
唐
紅
毛
交
易
の
場
所
た
る
に
な
れ
、
産
業
の
心
掛
け
が
薄
い
か
に
見
え
る
か
ら
無
職
者
は
糺
し
て
職
に
勤
め
さ
せ
、
又
元
手
が
な
く
て
家
業
を
中
止
し
て
い
る
者
に
は
糺
し
た
上
、
元
手
を
願
出
さ
せ
る
等
町
民
の
生
業
を
調
査
し
勧
奨
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
後
寛
政
七
年
か
ら
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
調
子
方
は
古
銅
取
締
方
を
兼
勤
し
た
。
加
役
料
一
貫
八
百
目
宛
。
　
註
　
①
　
渡
辺
文
庫
、
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
六
方
井
諸
加
役
大
意
書
。
　
㈲
　
唐
人
屋
敷
乙
名
・
出
嶋
乙
名
　
こ
れ
ら
は
普
通
は
乙
名
の
加
役
に
数
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
渡
辺
文
庫
の
「
乙
名
諸
加
役
被
仰
付
候
年
号
取
調
書
付
」
に
は
こ
の
両
者
を
記
載
し
て
い
る
し
、
明
ら
か
に
町
乙
名
の
内
か
ら
こ
れ
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
加
役
と
考
え
て
不
都
合
は
な
く
、
且
つ
乙
名
加
役
の
中
で
は
重
要
な
一
つ
で
あ
る
と
見
て
こ
こ
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。
　
唐
人
屋
敷
乙
名
は
元
禄
元
年
豊
後
町
の
乙
名
福
田
伝
次
兵
衛
が
任
ぜ
ら
れ
た
の
を
初
あ
と
し
て
、
間
も
な
く
二
人
宛
と
な
り
、
元
禄
十
一
年
か
ら
四
人
と
な
り
、
そ
の
後
時
に
三
人
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
四
人
宛
を
普
通
と
し
た
。
出
門
乙
名
は
出
嶋
が
出
来
た
寛
永
十
八
年
に
乙
名
一
人
が
任
命
さ
れ
た
が
、
元
禄
九
年
以
後
二
名
と
な
り
交
代
で
勤
務
し
、
惣
町
乙
名
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
こ
と
は
唐
人
屋
敷
と
同
様
で
　
　
①
あ
っ
た
。
　
註
①
長
崎
市
史
、
地
誌
篇
、
旧
蹟
。
五
、
乙
名
加
役
の
沿
革
　
長
崎
町
乙
名
の
加
役
の
種
類
が
相
当
多
数
に
上
っ
た
こ
と
＼
、
そ
の
中
で
長
崎
市
政
の
運
営
上
重
要
で
且
長
期
に
亘
っ
た
と
思
わ
る
＼
も
の
に
つ
い
て
、
以
上
概
略
を
記
述
し
た
が
、
未
だ
そ
れ
は
資
量
的
に
も
考
察
上
か
ら
も
不
十
分
で
、
今
後
に
ま
っ
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
に
し
て
も
重
要
な
定
式
的
な
加
役
に
は
概
ね
ふ
れ
て
い
る
か
ら
一
応
そ
れ
ら
を
当
面
の
対
象
と
し
て
乙
名
加
役
の
動
向
の
大
勢
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
長
崎
の
町
乙
名
は
元
亀
の
町
建
以
来
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
乙
名
達
は
或
は
自
治
的
に
又
は
時
の
権
力
者
の
申
付
に
よ
り
、
こ
＼
に
所
謂
加
役
の
如
き
は
た
ら
き
を
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
然
し
、
さ
れ
ば
と
て
之
を
加
役
と
称
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
乙
名
加
役
の
沿
革
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
先
ず
は
渡
辺
文
庫
の
「
乙
名
諸
加
役
被
付
候
年
号
取
調
書
付
」
と
い
う
如
き
も
の
を
手
懸
り
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
そ
の
内
容
よ
り
し
て
天
保
初
期
の
記
録
か
と
思
わ
れ
、
そ
れ
に
は
当
時
の
主
な
定
式
の
乙
名
加
役
を
網
羅
し
た
ら
し
く
三
十
三
種
を
挙
げ
て
、
各
加
役
の
発
端
年
号
を
掲
げ
て
い
る
。
い
ま
便
宜
上
そ
れ
ら
を
年
号
別
に
集
録
し
て
見
る
と
次
ぎ
の
通
り
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
寛
永
年
賦
元
禄
正
徳
享
保
寛
延
宝
暦
明
和
天
明
寛
政
文
化
文
政
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
（
無
年
号
）
こ
れ
を
さ
き
の
乙
名
加
役
の
種
類
の
条
に
掲
げ
た
藤
文
庫
の
「
乙
名
加
役
勤
方
年
行
司
、
普
請
方
立
合
、
出
嶋
乙
名
唐
人
屋
敷
乙
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
荷
役
立
合
・
唐
人
粒
調
方
、
長
崎
会
所
目
付
波
戸
場
立
合
盗
賊
方
旅
人
方
、
船
改
方
、
銅
座
跡
支
配
、
湊
定
陛
下
、
愚
書
方
立
合
、
御
勘
定
方
御
用
達
、
年
番
、
旧
記
掛
乙
名
頭
取
抜
荷
取
締
、
産
業
家
方
・
古
銅
取
締
、
市
中
取
締
掛
・
諸
色
一
段
調
掛
、
俵
物
方
、
唐
船
雑
用
取
締
掛
、
諏
三
社
取
締
掛
、
御
酒
籾
米
方
掛
、
年
番
附
抜
俵
物
取
締
掛
、
市
中
小
売
三
板
掛
、
火
事
場
掛
、
唐
船
仕
役
定
掛
、
大
阪
産
方
油
取
締
掛
、
和
人
蓼
取
締
掛
、
年
行
司
肝
煎
出
前
外
廻
り
火
消
Dq
書
」
　
（
宝
暦
十
三
年
）
全
じ
く
「
乙
名
勤
方
書
」
　
（
安
永
四
年
）
及
び
渡
辺
文
庫
の
「
乙
名
頭
取
惣
町
乙
名
勤
方
井
諸
加
役
大
意
書
」
に
見
ゆ
る
加
役
名
と
照
合
す
る
に
、
宝
暦
度
、
安
永
度
の
そ
れ
に
×
印
と
△
印
を
付
し
た
も
の
を
除
け
ば
、
そ
の
呼
称
に
多
少
の
差
違
は
あ
る
が
、
概
ね
矛
盾
な
く
次
第
に
そ
の
数
を
増
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
こ
の
「
乙
名
諸
加
役
被
仰
付
候
年
号
取
調
書
付
」
は
概
ね
乙
名
の
定
式
加
役
の
趨
勢
を
語
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
三
智
等
と
併
用
し
つ
＼
乙
名
加
役
の
沿
革
に
ふ
れ
て
見
る
に
、
先
ず
乙
名
加
役
の
初
め
て
見
ら
れ
た
寛
永
年
間
、
長
崎
と
し
て
相
当
重
要
な
加
役
が
そ
れ
も
相
当
数
始
め
ら
れ
た
宝
暦
頃
、
恐
ら
く
は
前
後
を
通
じ
て
最
も
多
数
の
新
ら
し
い
加
役
が
出
揃
っ
た
寛
政
年
間
等
が
各
劃
期
的
な
意
味
で
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
鎖
国
の
窓
と
し
て
の
長
崎
に
は
や
は
り
鎖
国
の
成
立
が
劃
期
的
な
意
味
を
も
つ
。
「
長
崎
地
役
人
始
年
号
長
崎
寺
社
始
年
号
」
に
見
て
も
阿
蘭
陀
大
通
詞
そ
の
他
長
崎
に
と
っ
て
重
要
な
地
役
人
の
初
見
が
寛
永
年
間
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
き
に
も
触
れ
た
如
く
、
寛
永
十
五
年
よ
り
長
崎
奉
行
は
常
在
勤
と
な
り
、
こ
れ
を
は
さ
ん
で
十
一
年
に
は
出
嶋
の
修
築
開
始
、
諏
方
社
神
事
始
、
寛
永
十
九
年
に
は
丸
山
町
寄
　
　
　
　
　
　
合
町
の
出
現
等
そ
の
後
永
き
に
亘
る
長
崎
の
方
向
付
け
と
そ
れ
へ
の
努
力
が
見
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
が
、
さ
れ
ば
と
て
長
崎
市
政
が
幕
府
関
係
の
役
人
に
よ
っ
て
の
み
遂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
さ
る
＼
程
の
人
数
や
機
構
で
な
か
っ
た
こ
と
は
「
諸
役
員
沿
革
志
」
を
一
見
し
て
も
推
察
さ
れ
、
こ
の
場
合
の
助
勢
と
い
う
よ
り
は
そ
の
運
営
の
主
力
は
之
を
町
人
、
わ
け
て
も
乙
名
等
に
よ
る
外
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
島
原
の
乱
の
際
、
長
崎
惣
町
乙
名
が
各
抑
々
の
導
出
を
引
具
し
て
茂
木
村
口
、
矢
上
村
口
を
固
め
た
と
い
う
の
は
乙
名
達
の
力
に
よ
る
長
崎
治
安
の
維
持
で
あ
る
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
に
も
惣
町
乙
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
協
力
し
て
寛
永
十
二
年
キ
リ
シ
タ
ン
の
探
索
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
所
謂
臨
時
の
加
役
で
あ
り
、
年
行
司
や
普
請
方
立
合
等
の
常
置
的
な
、
所
謂
定
式
加
役
も
何
か
と
見
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
糸
割
符
制
に
お
い
て
も
、
そ
の
初
期
は
町
年
寄
以
下
の
地
役
人
の
兼
務
で
あ
り
、
専
任
の
地
役
人
の
見
ら
れ
た
の
は
延
宝
元
年
以
後
　
　
　
　
　
　
⑥
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
兼
務
が
こ
、
に
い
う
と
こ
ろ
の
加
役
で
あ
り
、
僻
遠
の
長
崎
を
貿
易
、
国
防
、
外
交
上
の
眼
と
し
て
育
成
す
る
た
め
に
は
幕
府
は
こ
の
加
役
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
事
を
進
め
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
場
合
、
惣
町
乙
名
は
必
ず
や
注
目
さ
れ
て
直
接
に
奉
行
所
の
年
行
司
と
し
て
、
又
、
普
請
方
立
合
と
し
て
長
崎
奉
行
へ
の
協
力
を
要
請
さ
れ
、
居
町
支
配
の
任
務
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
よ
り
広
い
活
動
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
正
徳
頃
に
お
い
て
さ
へ
、
幕
府
は
奉
行
所
の
人
数
不
足
を
自
ら
認
め
、
且
は
「
奉
行
中
家
中
之
者
共
御
役
所
前
門
外
に
出
し
候
事
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
厳
禁
せ
ら
れ
候
に
よ
り
て
略
言
の
事
不
知
案
内
之
由
相
聞
へ
候
」
と
い
う
程
で
あ
っ
た
か
ら
、
長
崎
市
政
の
遂
行
に
乙
名
の
力
が
ま
た
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
く
、
又
、
　
「
所
々
修
覆
料
雑
用
料
等
之
類
た
と
ひ
町
役
忌
事
に
候
共
ロ
ハ
今
迄
の
例
の
如
く
吟
味
の
役
人
も
無
之
に
お
み
て
は
年
々
に
其
費
用
相
増
」
す
と
高
木
作
右
衛
門
に
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
役
と
し
て
毎
年
逐
一
に
吟
味
之
上
奉
行
中
に
申
達
」
さ
せ
る
様
に
し
た
と
い
う
の
は
、
乙
名
加
役
に
普
請
方
立
合
を
仰
付
け
ら
れ
た
理
由
を
代
弁
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。　
唐
人
屋
敷
設
営
に
よ
る
そ
の
乙
名
と
か
、
長
崎
会
所
に
目
付
と
し
て
惣
町
乙
名
の
中
か
ら
二
人
を
任
ず
る
と
か
、
新
施
設
に
対
す
る
乙
名
の
協
力
が
逐
次
見
ら
れ
、
更
に
正
徳
新
令
と
い
う
長
崎
貿
易
の
新
時
代
を
迎
え
る
と
精
荷
役
立
合
や
波
戸
場
役
所
へ
の
立
合
が
享
保
年
間
に
見
え
る
。
然
し
、
宝
暦
年
間
は
そ
の
増
加
し
た
点
に
お
い
て
な
お
注
目
に
値
す
る
。
　
宝
暦
年
間
に
お
か
れ
た
乙
名
加
役
は
六
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
宝
暦
四
年
の
湊
定
淡
方
と
銅
座
跡
支
配
、
五
年
の
貫
銀
玉
立
合
、
六
年
の
旅
人
方
と
船
改
方
、
十
二
年
の
御
勘
定
方
御
用
達
と
な
っ
て
お
り
、
相
当
に
重
要
な
乙
名
加
役
が
宝
暦
四
、
五
、
六
年
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
何
故
に
然
る
か
の
説
明
を
史
料
に
き
く
を
得
な
い
が
、
　
　
　
年
表
を
見
て
思
わ
る
＼
の
は
宝
暦
三
年
の
松
浦
河
内
言
及
び
寒
行
組
の
処
罰
後
の
市
政
刷
新
が
乙
名
加
役
の
各
種
を
発
足
せ
し
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
松
浦
河
内
守
の
奉
行
を
や
め
た
後
の
宝
暦
二
年
半
長
崎
奉
行
は
菅
沼
下
野
守
と
大
橋
近
江
守
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
両
人
は
共
に
目
付
よ
り
昇
任
し
た
者
で
、
流
石
に
用
行
組
の
処
罰
を
見
て
間
も
な
き
宝
暦
三
年
九
月
に
は
今
後
隔
月
に
訴
状
箱
を
出
し
て
伸
葺
の
路
を
開
く
事
に
し
た
と
い
う
程
で
、
宝
暦
三
、
四
年
以
後
、
長
崎
市
政
は
戒
飾
緊
張
の
裡
に
努
力
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
一
端
が
乙
名
加
役
の
面
に
ま
で
現
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
当
否
は
姑
く
措
く
と
し
て
も
、
宝
暦
、
明
和
の
間
は
年
表
か
ら
見
て
も
、
相
当
程
度
市
政
へ
の
努
力
の
払
わ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
同
わG
時
に
こ
の
乙
名
加
役
に
も
強
い
関
心
が
払
わ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
は
藤
文
庫
の
乙
名
勤
方
書
に
見
え
、
さ
き
に
宝
暦
度
か
ら
安
永
度
に
至
る
闇
に
乙
名
加
役
の
五
種
が
廃
止
さ
れ
た
と
述
べ
て
お
い
た
が
、
そ
の
中
、
御
買
入
米
掛
は
宝
暦
十
三
年
に
、
唐
人
屋
舗
普
請
方
吟
味
役
は
明
和
二
年
に
、
野
方
社
宅
味
方
、
御
用
船
修
覆
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
合
、
回
船
作
事
方
は
共
に
明
和
四
年
に
止
あ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、
精
荷
役
立
合
に
唐
人
糠
米
方
立
合
を
兼
勤
さ
せ
始
め
た
の
は
明
和
二
年
、
明
和
四
年
に
は
宝
暦
元
年
以
来
一
人
に
な
っ
て
い
た
御
普
請
方
立
合
を
二
人
に
、
日
銀
三
吟
味
方
二
人
を
一
　
　
　
　
　
　
⑳
人
に
し
て
お
り
、
又
惣
町
組
頭
役
を
一
生
勤
め
と
し
て
毎
年
二
月
の
入
札
を
や
め
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
の
も
明
和
二
年
で
あ
っ
た
。
宝
暦
明
和
の
間
に
乙
名
加
役
の
増
減
を
初
め
、
諸
の
手
直
し
の
あ
っ
た
事
が
知
ら
る
＼
反
面
、
こ
の
加
役
の
類
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
事
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
は
宝
暦
十
三
年
三
月
の
倹
約
令
に
窺
・
履
次
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
総
而
役
替
或
は
掛
役
等
申
付
又
は
町
乙
名
之
内
奉
行
所
年
行
司
等
申
付
候
に
も
振
　
廻
を
い
た
し
或
は
祝
儀
を
贈
下
竪
有
之
夫
に
準
じ
候
而
は
末
々
迄
も
右
体
之
儀
有
　
溶
融
相
聞
候
如
何
に
年
間
以
来
堅
く
左
様
之
儀
致
間
三
楽
　
右
に
記
さ
れ
て
い
る
年
行
司
は
乙
名
加
役
中
の
主
要
な
も
の
で
あ
る
し
、
広
く
加
役
の
類
に
一
般
的
に
見
ら
れ
た
風
習
を
倹
約
の
面
か
ら
規
制
し
よ
う
と
し
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
加
役
を
仰
付
け
ら
れ
．
た
場
合
、
振
舞
や
祝
儀
の
行
わ
れ
て
倹
約
の
趣
旨
に
反
す
る
程
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
後
に
も
述
べ
る
如
く
こ
れ
は
事
実
と
し
て
屡
々
見
ら
れ
た
し
、
今
や
加
役
は
長
崎
市
政
へ
の
単
な
る
助
勢
や
奉
仕
で
な
い
性
格
を
も
っ
て
来
た
か
に
見
え
る
。
　
次
ぎ
に
加
役
新
設
が
顕
著
に
見
ら
る
＼
の
は
寛
政
年
間
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
抜
荷
取
締
方
は
寛
政
元
年
十
二
月
幕
府
よ
り
長
崎
奉
行
に
下
さ
れ
た
抜
荷
取
締
令
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
令
は
単
な
る
抜
荷
取
締
で
な
く
、
　
「
密
買
を
企
候
も
の
は
是
迄
之
御
仕
置
よ
り
一
二
等
重
く
申
付
べ
し
右
之
企
を
存
じ
買
取
候
も
の
も
是
又
同
罪
た
る
べ
き
事
」
と
抜
荷
に
は
従
来
以
上
の
重
科
を
以
っ
て
当
る
べ
き
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
長
崎
に
は
「
制
札
三
雲
」
を
示
し
て
こ
れ
が
励
行
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
こ
の
年
六
月
老
中
松
平
越
中
守
よ
り
長
崎
奉
行
に
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
し
奢
修
禁
制
の
立
場
か
ら
貿
易
品
に
関
す
る
指
令
を
出
し
た
事
と
も
相
応
じ
緊
縮
消
極
を
旨
と
し
た
寛
政
改
革
の
長
崎
貿
易
へ
の
政
策
が
乙
名
加
役
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
俵
物
方
は
天
明
五
年
俵
物
役
所
を
置
い
て
以
来
、
銅
に
代
っ
て
幕
末
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
重
要
な
輸
出
品
と
な
っ
た
俵
物
取
扱
へ
の
加
役
で
、
長
崎
貿
易
の
新
展
開
に
対
す
る
乙
名
の
関
与
が
こ
＼
に
見
ら
る
＼
が
、
そ
の
他
は
殆
ん
ど
す
べ
て
長
崎
惣
町
の
日
常
生
活
に
か
、
わ
る
も
の
で
、
特
に
産
業
調
方
と
か
市
中
取
締
掛
と
か
は
、
寛
政
二
年
九
月
の
「
今
度
商
法
改
正
に
よ
り
専
ら
産
業
に
心
を
用
ふ
べ
し
云
々
」
の
倹
約
令
、
勘
定
組
頭
松
山
総
右
衛
門
が
長
崎
取
締
の
た
め
五
ケ
年
間
の
在
勤
を
命
ぜ
ら
れ
て
家
族
同
伴
同
じ
八
月
に
来
着
し
た
事
、
そ
の
他
と
も
考
え
合
わ
せ
て
、
や
は
り
寛
政
改
革
の
影
響
に
出
た
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
。
所
謂
、
寛
政
の
商
法
改
正
に
よ
っ
て
甲
必
丹
の
参
府
を
五
年
毎
と
し
、
献
上
物
や
贈
物
を
も
半
減
し
、
又
長
崎
町
年
寄
や
宿
老
の
参
府
を
隔
年
と
し
、
幕
府
諸
役
人
へ
の
贈
物
を
五
分
の
三
以
内
に
し
た
等
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
長
崎
地
役
人
に
お
い
て
は
寛
政
三
年
の
八
朔
銀
減
額
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
八
朔
銀
の
減
額
は
よ
し
と
し
て
も
、
思
え
ば
こ
れ
は
貿
易
縮
少
の
結
果
で
も
あ
る
。
事
実
こ
の
寛
政
三
年
頃
八
年
の
如
き
は
蘭
船
は
全
く
来
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
寛
政
八
年
の
十
月
と
十
二
月
渡
の
地
役
人
の
受
用
銀
は
一
貫
目
以
上
三
割
減
五
百
目
以
上
一
割
減
と
な
っ
た
に
伴
な
い
、
加
役
料
も
三
百
目
以
上
二
割
減
と
し
た
と
い
う
。
其
後
も
同
じ
理
由
で
文
化
八
年
に
一
割
の
減
額
が
あ
り
、
次
い
で
は
天
保
改
革
の
波
及
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
天
保
十
四
年
の
春
に
は
、
地
役
人
の
退
役
者
に
与
え
て
い
た
助
成
銀
の
相
続
入
の
あ
る
者
へ
の
停
止
、
生
活
の
華
美
に
流
る
＼
こ
と
の
禁
止
、
又
、
勘
定
吟
味
役
羽
田
龍
助
が
長
崎
会
所
の
出
納
調
査
に
下
向
し
た
等
の
事
実
が
見
ら
れ
、
長
崎
財
政
の
緊
縮
が
予
想
さ
れ
た
が
、
果
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
そ
の
七
月
地
役
人
の
加
役
料
は
半
減
さ
れ
等
し
て
い
る
。
曽
っ
て
は
振
舞
や
贈
物
を
し
て
そ
の
加
役
申
付
を
喜
ん
だ
乙
名
達
も
加
役
料
減
額
と
あ
っ
て
は
加
役
へ
の
心
構
も
若
干
変
る
で
あ
ろ
う
が
、
然
し
文
化
、
文
政
時
代
に
も
そ
れ
ほ
ど
重
要
と
は
思
わ
れ
ぬ
加
役
の
相
当
数
が
始
め
ら
れ
て
、
遂
に
は
さ
き
に
も
述
べ
た
如
く
定
式
加
役
と
見
る
べ
き
三
十
三
を
数
え
る
と
こ
ろ
が
ら
す
れ
ば
、
加
役
料
の
減
額
が
必
ず
し
も
乙
名
達
の
加
役
拒
否
に
至
ら
ぬ
と
い
う
か
、
依
然
と
し
て
加
役
は
彼
等
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。
のq
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六
、
こ
れ
で
は
寛
永
元
年
と
し
て
い
る
が
、
前
述
の
如
く
寛
永
十
五
年
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
会
所
目
付
に
も
宝
永
三
年
説
が
あ
る
が
、
今
は
大
勢
概
観
の
意
図
か
ら
こ
の
ま
＼
に
し
て
お
く
。
長
崎
志
、
正
篇
、
年
表
挙
要
。
長
崎
略
史
、
上
、
所
収
、
諸
役
員
沿
革
志
。
藤
文
庫
、
乙
名
勤
方
書
（
安
永
四
年
）
。
日
本
歴
史
新
書
、
箭
内
健
次
著
、
長
崎
、
七
一
頁
。
正
徳
新
令
、
奉
行
中
可
被
相
心
得
条
々
。
全
　
　
前
。
長
崎
略
史
、
上
の
年
表
、
長
崎
志
正
篇
の
年
表
挙
要
を
多
く
用
い
た
。
以
下
同
前
藤
文
庫
、
乙
名
勤
方
書
（
安
永
四
年
）
の
当
時
相
違
候
加
役
平
分
左
の
通
り
の
条
全
前
、
加
役
之
事
の
条
。
全
前
、
月
役
勤
方
之
事
の
条
。
長
崎
略
史
、
上
、
年
表
、
宝
暦
十
三
年
条
。
長
崎
略
史
、
下
、
外
国
商
法
沿
革
志
、
下
。
⑨
に
全
じ
。
⑥
の
＝
一
二
！
二
頁
。
⑨
に
全
じ
。
　
乙
名
加
役
は
そ
の
役
数
、
得
な
い
が
、
保
頃
に
は
主
な
も
の
の
み
で
も
三
十
三
に
及
び
、
加
役
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
と
い
う
の
は
少
な
く
殆
ん
ど
二
人
以
上
が
同
一
の
加
役
を
仰
付
か
っ
た
か
ら
、
ら
多
数
の
加
役
を
乙
名
七
十
七
人
で
分
担
す
る
と
す
れ
ば
一
人
の
乙
名
で
二
、
加
役
を
兼
ね
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
の
元
来
の
任
務
た
る
居
町
支
配
の
外
に
こ
の
加
役
の
事
が
あ
り
、
は
む
し
ろ
こ
の
加
役
に
多
く
注
が
れ
た
か
の
感
が
あ
る
。
勤
方
書
」
が
あ
る
と
共
に
、
加
役
と
乙
名
の
生
活
　
　
　
　
　
　
種
類
に
増
減
あ
り
、
未
だ
そ
の
正
確
な
足
跡
を
捕
捉
し
概
ね
時
代
と
共
に
漸
増
の
傾
向
を
辿
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
、
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
助
勤
そ
の
他
な
お
多
数
の
　
　
　
　
　
後
に
述
ぶ
る
と
こ
ろ
が
ら
も
知
れ
、
各
加
役
は
一
人
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
て
長
崎
町
乙
名
の
公
的
生
活
は
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
間
と
精
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
の
乙
名
家
に
「
乙
名
　
　
　
　
　
　
　
「
乙
名
加
役
勤
方
書
」
や
「
加
役
勤
候
乙
名
」
と
か
「
加
役
百
万
大
意
書
」
、
更
に
は
「
長
崎
市
甲
明
細
帳
」
「
御
役
料
井
御
手
当
銀
控
」
「
加
役
料
分
限
帳
」
の
類
が
蔵
さ
れ
て
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
り
、
従
っ
て
又
、
乙
名
家
と
し
て
は
如
何
に
多
く
の
、
そ
し
て
如
何
に
重
要
な
加
役
を
勤
め
た
か
を
家
の
履
歴
と
し
て
書
留
あ
て
い
た
。
　
「
石
本
家
乙
名
役
向
書
付
」
は
三
戸
町
の
乙
名
家
と
し
て
有
名
な
石
本
家
の
庄
五
郎
⑳
文
化
よ
り
天
保
に
至
る
問
の
役
向
即
ち
そ
の
勤
め
た
加
役
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
表
解
的
に
記
せ
ば
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
文
化
十
三
年
〃
　
十
四
年
文
政
元
年
〃
　
二
年
文
政
三
年
〃
　
四
年
〃
　
五
年
〃
　
六
年
　
　
七
年
〃
　
八
年
〃〃〃〃
九
年
十
年
十
一
年
十
二
年
天
保
元
年
〃
　
二
年
年
行
司
（
五
月
）
、
年
行
司
、
旅
人
改
方
助
（
十
一
月
）
、
年
行
司
（
勝
手
向
掛
）
、
旅
人
片
方
（
十
二
月
）
、
旅
人
塗
方
旅
人
改
方
旅
人
改
方
旅
人
改
方
旅
人
改
方
精
荷
役
立
合
助
（
七
月
）
精
荷
役
立
合
助
、
年
番
、
火
事
場
掛
（
正
月
）
、
市
中
油
取
締
方
（
四
月
）
精
荷
役
立
合
（
九
月
）
、
精
荷
役
立
合
、
　
年
番
、
諏
方
社
修
覆
掛
（
十
二
月
）
精
荷
役
立
合
、
　
年
番
、
諏
方
社
修
覆
掛
精
荷
役
立
合
、
　
市
中
買
入
米
取
締
掛
（
九
月
）
　
　
　
　
　
　
　
掛
（
七
月
）
精
荷
役
立
合
、
　
市
中
買
入
米
取
締
掛
、
年
番
乙
名
頭
取
助
（
八
月
）
市
中
備
米
取
計
掛
（
十
一
月
）
精
荷
役
立
合
、
乙
名
頭
取
助
、
市
中
翌
翌
取
計
掛
、
思
葉
社
取
締
、
落
札
荷
物
津
出
方
且
五
箇
所
宿
老
共
営
斗
方
手
続
合
室
井
手
板
取
締
掛
（
三
月
）
精
荷
役
立
合
、
乙
名
頭
取
助
、
市
中
備
米
取
斗
掛
⇔q
　
〃
　
三
年
　
　
精
荷
役
立
合
、
乙
名
頭
取
助
、
市
中
備
米
取
斗
掛
　
〃
　
四
年
　
　
精
荷
役
立
合
、
乙
名
頭
取
助
、
市
中
買
入
米
取
扱
掛
（
十
二
月
）
　
石
本
庄
五
郎
は
文
化
十
三
年
父
新
兵
衛
の
跡
を
相
続
し
て
天
保
五
年
そ
の
退
役
に
至
る
間
に
毎
年
右
の
通
り
に
加
役
を
勤
め
て
お
り
、
加
役
を
勤
め
な
か
っ
た
年
は
全
然
な
く
、
多
い
時
は
四
種
、
五
種
に
及
ぶ
加
役
を
仰
付
か
り
、
乙
名
在
任
中
の
後
半
は
毎
年
三
種
類
を
下
ら
な
か
っ
た
。
さ
き
に
乙
名
加
役
の
種
類
に
つ
い
て
述
べ
た
際
、
藤
惣
太
夫
の
場
合
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
石
本
庄
五
郎
の
場
合
と
重
ん
ど
同
様
で
、
こ
れ
で
は
本
務
た
る
居
町
支
配
は
如
何
か
と
思
わ
る
＼
程
で
あ
る
。
然
し
こ
の
多
忙
を
敢
え
て
す
る
根
本
に
は
、
固
よ
り
長
崎
市
政
へ
の
熱
情
も
あ
ろ
う
が
、
加
役
に
対
す
る
加
役
料
の
問
題
が
当
然
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
石
本
庄
五
郎
の
役
向
書
付
に
は
こ
れ
ら
加
役
に
対
す
る
加
役
料
の
記
載
は
殆
ん
ど
な
く
、
た
ゴ
文
政
元
年
旅
人
改
方
羽
繕
に
な
っ
た
時
に
「
加
役
料
並
々
通
り
」
、
文
政
八
年
精
荷
役
立
合
本
勤
に
な
っ
た
時
は
、
草
餅
者
が
病
気
の
た
め
に
本
勤
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
「
奉
加
役
料
」
と
な
り
、
文
政
九
年
に
は
精
荷
役
立
合
が
退
役
し
た
の
で
、
そ
こ
で
「
加
役
料
弐
貫
三
百
目
」
と
ら
せ
る
と
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
勿
論
、
加
役
に
は
加
役
料
の
つ
く
の
が
当
然
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
様
に
三
、
四
、
五
種
に
も
及
ぶ
加
役
を
同
時
に
勤
め
た
と
な
ら
ば
、
そ
の
加
役
料
は
相
当
な
額
に
上
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
＼
に
見
ゆ
る
加
役
の
す
べ
て
に
対
す
る
一
々
の
加
役
料
が
判
明
し
て
い
な
い
か
ら
石
本
家
毎
年
の
加
役
料
を
計
算
出
来
な
い
が
、
旅
人
改
方
の
一
役
の
み
で
加
役
料
の
最
も
少
な
か
っ
た
筈
の
文
政
初
期
で
も
銀
四
百
三
十
目
、
そ
の
後
は
三
、
四
役
を
兼
ね
て
お
り
、
し
か
も
加
役
料
銀
二
貫
三
百
目
と
い
う
精
荷
役
立
合
は
常
に
は
ず
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
名
の
受
用
幻
象
四
貫
目
か
ら
見
れ
ば
、
石
本
家
の
家
計
に
お
け
る
加
役
料
の
比
重
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
御
普
請
方
立
合
の
加
役
料
と
い
う
如
き
は
銀
六
百
目
に
過
ぎ
な
い
が
、
揺
蚊
太
夫
は
文
政
三
年
之
を
仰
逼
っ
た
時
人
々
に
進
物
を
し
た
ら
し
く
、
藤
文
庫
に
は
文
政
三
年
十
一
月
廿
四
日
付
の
「
御
普
請
方
立
合
加
役
蒙
仰
候
進
物
控
」
と
題
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
進
物
の
送
り
先
七
十
二
人
の
姓
名
と
そ
の
品
物
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
進
物
は
殆
ん
ど
が
生
肴
一
折
宛
、
そ
の
他
僅
か
な
が
ら
鰹
節
、
八
丈
嶋
（
マ
・
）
、
樽
銘
酒
も
あ
っ
た
。
七
十
二
人
の
中
に
は
高
嶋
、
高
木
・
薬
師
寺
等
の
町
年
寄
を
は
じ
め
町
乙
名
の
面
々
が
並
び
、
又
藤
家
の
菩
提
寺
た
る
光
源
寺
や
桶
屋
町
居
住
の
名
村
進
八
等
の
名
も
見
え
る
。
藤
惣
太
夫
は
桶
屋
町
の
乙
名
と
し
て
の
本
務
の
ほ
か
、
こ
の
加
役
を
仰
付
け
ら
れ
て
之
を
悦
び
、
さ
て
は
か
く
の
如
く
多
数
の
人
々
に
進
物
し
た
わ
け
で
、
こ
＼
に
加
役
の
こ
と
が
乙
名
に
と
っ
て
ど
の
様
に
見
ら
れ
て
い
た
か
の
一
端
が
窺
え
る
。
こ
の
藤
惣
太
夫
に
せ
よ
、
さ
き
の
石
本
庄
五
郎
に
せ
よ
、
そ
の
乙
名
た
る
聞
、
殆
ん
ど
絶
間
な
く
、
そ
れ
も
同
時
に
二
、
三
種
に
及
ぶ
加
役
を
仰
付
か
る
事
も
多
か
っ
た
が
、
乙
名
達
は
こ
れ
を
迷
惑
視
し
た
と
い
う
よ
り
寧
ろ
悦
び
迎
え
た
こ
と
は
、
こ
の
「
進
物
控
」
か
ら
充
分
証
せ
ら
れ
、
又
、
藤
文
庫
に
「
唐
船
方
宿
町
附
町
乙
名
加
役
奉
願
口
上
書
」
　
（
文
政
二
年
）
な
ど
の
あ
る
事
も
こ
の
推
察
を
強
く
支
持
す
る
。
　
乙
名
と
い
え
ば
受
用
高
銀
四
貫
目
、
雲
居
町
の
支
配
が
そ
の
本
来
の
任
務
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
に
お
い
て
は
乙
名
加
役
の
各
種
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
加
役
料
が
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
乃
至
収
入
に
は
他
の
近
世
都
市
の
同
種
の
町
役
と
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
又
、
そ
の
た
め
に
は
「
乙
名
勤
方
書
」
の
中
に
、
　
「
加
役
測
算
」
や
「
古
来
相
勤
勉
加
役
忌
事
」
等
の
条
が
あ
っ
て
乙
名
た
る
も
の
は
常
に
こ
れ
を
心
得
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
家
々
に
は
「
勤
労
細
目
」
と
か
「
由
緒
書
」
と
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
父
祖
の
勤
め
た
加
役
の
記
録
が
あ
り
、
又
、
町
乙
名
の
「
起
請
文
前
書
」
に
も
「
加
役
え
被
仰
付
候
節
は
先
制
之
者
と
無
隔
意
申
談
間
違
無
二
様
相
互
に
心
付
可
申
候
…
馴
合
手
段
ケ
間
敷
儀
は
勿
論
夏
枯
贔
負
等
毛
頭
不
妄
評
之
品
た
り
共
礼
物
等
之
儀
堅
受
用
仕
間
敷
事
」
と
あ
っ
て
、
乙
名
に
は
加
役
勤
務
の
心
構
が
予
め
要
請
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
加
役
は
臨
時
突
発
の
必
要
に
応
じ
て
申
付
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
仰
付
か
る
こ
と
が
常
に
待
望
さ
れ
用
意
さ
れ
て
い
た
役
職
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
加
役
を
願
い
出
た
り
、
仰
付
か
れ
ば
之
を
悦
ん
で
各
方
面
に
進
物
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
松
木
文
庫
に
長
崎
惣
町
乙
名
中
連
印
の
「
宝
暦
十
三
本
年
三
月
仲
聞
申
合
候
書
付
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
近
来
役
替
、
婚
礼
の
節
、
ち
ゃ
る
め
ら
を
吹
い
て
取
り
騒
い
だ
り
、
又
こ
の
様
な
場
合
盛
ん
に
贈
物
を
す
る
が
そ
れ
を
取
り
止
め
る
よ
う
申
合
せ
た
と
あ
る
。
こ
の
役
替
と
は
乙
名
加
役
に
他
な
ら
ず
、
乙
名
加
役
の
役
替
に
贈
物
を
し
た
の
は
前
述
の
文
政
時
代
の
み
で
な
く
、
宝
暦
時
代
に
も
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
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④
堺
や
大
阪
で
は
「
町
年
寄
1
1
名
主
に
選
ば
れ
る
事
を
む
し
ろ
迷
惑
に
思
っ
た
」
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
が
、
長
崎
で
は
こ
れ
と
事
変
り
、
幕
藩
支
配
者
の
都
市
行
政
の
末
端
機
構
に
す
ぎ
ぬ
乙
名
の
そ
の
加
役
を
も
こ
の
様
に
悦
ん
だ
の
で
あ
っ
て
「
身
分
者
町
人
に
候
得
共
　
　
⑥
御
扶
持
方
被
下
候
分
は
勿
論
受
用
取
之
分
は
商
売
の
町
人
と
品
違
銘
々
勤
筋
を
大
切
に
相
励
」
む
と
い
う
町
人
と
し
て
は
一
種
特
別
の
気
質
を
生
み
出
す
理
由
の
一
は
こ
の
辺
に
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
柄
は
更
ら
に
後
考
を
ま
た
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
註
①
九
大
、
松
木
文
庫
所
収
。
　
　
　
②
　
九
大
の
中
村
質
氏
が
石
本
家
の
由
緒
井
親
類
書
等
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
石
本
家
　
　
　
　
　
系
図
に
よ
れ
ば
石
本
庄
五
郎
は
石
本
家
の
第
九
代
で
文
化
十
三
年
よ
り
天
保
五
年
　
　
　
　
　
ま
で
乙
名
役
を
勤
め
た
。
　
　
　
③
　
藤
文
庫
所
収
。
　
　
　
④
豊
田
武
著
、
日
本
封
建
都
市
一
七
八
頁
。
　
　
　
⑤
原
田
伴
彦
著
、
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
、
二
六
八
頁
。
　
　
　
⑥
長
崎
市
史
、
風
俗
篇
、
＝
頁
。
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